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Asia Inside  : 

感
染
拡
大
　
加
速
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育

新型コロナウイルスの感染が中国から日本、アジア、そして欧米に拡

大するなど人類を脅かす感染症のパンデミック（世界的流行）となっ

ている。それに伴い、中国や日本など多くの国で学校の休校が相次

ぎ、児童・生徒はオンライン教育に殺到している。デジタル化技術を

活用したＥｄＴｅｃｈ（エドテック）がオンライン教育を支える。Ｅ

ｄＴｅｃｈ先進国である中国、そして日本でオンライン教育が加速し

ている現況を報告する。【毎日アジアビジネス研究所】 

中
国
・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍

サ
ー
ビ
ス
産
業
デ
ジ
タ
ル
化
は
巨
大
市
場

オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
に
殺
到

中
国
江
蘇
省
丹
陽
市
の
中
学
２
年
生
、
周

玉
玥
さ
ん
は
今
年
の
春
節
（
１
月
25
日
）
の

後
、
家
で
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
を
受
け
る
こ
と

に
な
る
と
は
夢
に
も
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。

春
節
休
暇
が
終
わ
っ
た
ら
、
本
来
、
２
月
10

日
か
ら
新
学
期
が
始
ま
る
は
ず
だ
っ
た
が
、

３
月
下
旬
に
な
っ
て
も
学
校
側
か
ら
具
体
的

な
新
学
期
開
始
時
期
を
指
示
し
て
来
な
い
。

江
蘇
省
は
８
０
０
０
万
の
人
口
を
擁
し
、

こ
の
外
に
他
都
市
か
ら
出
稼
ぎ
に
来
て
い
る

人
が
１
０
０
０
万
人
前
後
い
る
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
発
生
後
２
カ
月
の
間
、
同

省
の
感
染
者
は
６
３
１
人
で
、
死
者
は
出
て

い
な
か
っ
た
。
初
動
の
感
染
防
止
策
が
効
果

的
だ
っ
た
た
め
だ
が
、
学
校
は
休
校
し
、
工

場
は
長
い
間
、
操
業
停
止
状
態
が
続
き
、
本

稿
執
筆
時
の
３
月
下
旬
に
な
っ
て
も
フ
ル
操

業
に
戻
っ
て
は
い
な
い
。

周
さ
ん
は
家
で
暇
を
持
て
余
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
か
っ
た
。
「
毎
日
、
学
校
の
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
パ
ソ
コ
ン
の
動
作
操
作
は
い
つ
も
遅
い

の
で
学
習
条
件
は
良
く
あ
り
ま
せ
ん
よ
」
と

ぼ
や
く
。
学
校
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
外

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
有
料
、
無
料
の
講
座
が
あ

り
、
今
後
、
高
校
に
進
学
し
、
大
学
受
験
を

目
指
し
て
い
る
彼
女
は
何
と
か
遅
れ
ず
に
つ

い
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
焦
っ
て
い

る
の
だ
が
、
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
は
遅
く
、
一

部
の
先
生
の
教
え
方
は
彼
女
に
は
合
わ
な

い
、
と
不
満
だ
ら
け
だ
。

「
休
校
だ
が
休
学
で
は
な
い
」

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
発
生
後
、
中
国
各

地
で
休
校
が
続
き
、
そ
こ
か
ら
「
休
校
だ
が

休
学
で
は
な
い
（
勉
強
は
休
ま
な
い
）
」
と

い
う
考
え
方
が
広
が
っ
て
き
た
。
少
し
前
ま

で
は
す
さ
ま
じ
い
勢
い
だ
っ
た
対
面
（
オ
フ

ラ
イ
ン
）
の
塾
が
感
染
拡
大
を
避
け
る
た
め

に
休
講
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
多
額
の
コ
ス
ト

を
つ
ぎ
込
ん
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
転
換
の
道
を

模
索
し
始
め
た
。
ま
た
、
各
地
の
公
立
学
校

も
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
乗
り
出
し
、
オ
フ
ラ

イ
ン
教
育
の
休
業
を
補
う
代
替
に
な
っ
た
。

感
染
拡
大
に
よ
る
休
校
期
間
中
に
、
オ
ン

ラ
イ
ン
教
育
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
昨
年
夏

休
み
の
巨
額
投
資
を
顧
み
ず
、
一
転
し
て
全

国
の
小
中
学
生
に
無
料
講
座
を
提
供
し
、
休

中
国
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
　
陳
言
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校
に
よ
っ
て
家
庭
に
閉
じ
込
め
ら
れ
、
た

ま
っ
た
ス
ト
レ
ス
を
吸
収
排
出
す
る
ド
レ
ー

ン
の
役
割
を
果
た
し
た
。
無
料
講
座
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
は
多
く
の
新
規
ユ
ー
ザ
ー
を
開

拓
し
た
。
第
一
財
経
記
者
に
よ
る
と
、
補
習

講
座
の
ユ
ー
ザ
ー
は
１
０
０
０
万
人
を
上
回

り
、
新
東
方
オ
ン
ラ
イ
ン
は
延
べ
２
０
０
万

回
の
無
料
講
座
を
発
信
し
た
、
と
い
う
。

　
こ
う
し
た
ド
レ
ー
ン
効
果
の
外
に
、
最

近
、
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
企
業
の
台
頭
は
金
融

市
場
で
注
目
さ
れ
始
め
て
い
る
。
一
部
の
オ

ン
ラ
イ
ン
教
育
企
業
の
株
価
が
上
場
以
来
の

新
高
値
で
取
引
さ
れ
て
い
る
。
２
月
７
日
、

新
東
方
オ
ン
ラ
イ
ン
の
株
価
は
史
上
最
高
値

の
37
・
５
香
港
ド
ル
（
約
５
２
５
円
）
を
付

け
た
。
網
易
有
道
も
同
10
日
に
上
場
以
来
の

最
高
値
、
29･

５
ド
ル
（
約
３
２
７
５
円
）

に
達
し
、
発
行
価
格
を
73
・
５
％
上
回
っ

た
。

サ
ー
バ
ー
崩
壊
現
象
も

ユ
ー
ザ
ー
激
増
に
よ
っ
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン

教
育
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
動
作
の
遅
延
、

サ
ー
バ
ー
の
崩
壊
な
ど
の
現
象
が
起
き
て
い

る
。本

来
、
２
月
10
日
に
始
ま
る
は
ず
の
学
校

は
休
校
の
ま
ま
で
、
大
部
分
の
児
童
生
徒
が

オ
ン
ラ
イ
ン
を
利
用
し
始
め
た
た
め
に
、
関

連
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
全
面
的
な
マ
ヒ
状

態
に
陥
っ
た
。
そ
の
主
な
理
由
は
ア
リ
バ
バ

ク
ラ
ウ
ド
の
過
負
荷
だ
っ
た
。
ア
リ
バ
バ
ク

ラ
ウ
ド
が
メ
ー
ン
で
あ
り
、
市
場
占
有
率
が

高
い
か
ら
で
、
影
響
は
各
社
に
よ
っ
て
さ
ま

ざ
ま
だ
っ
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
企
業
、
洋

葱
学
院
の
関
係
者
は
メ
デ
ィ
ア
に
対
し
て

「
確
か
に
ア
ク
セ
ス
量
が
激
増
し
、
サ
ー

バ
ー
は
パ
ン
ク
状
態
だ
」
と
語
っ
た
。
サ
ー

バ
ー
は
こ
れ
ほ
ど
多
数
の
ユ
ー
ザ
ー
が
同
時

に
オ
ン
ラ
イ
ン
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
を
想

定
し
て
い
な
か
っ
た
。

　
２
月
段
階
で
、
中
国
の
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育

各
社
は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
に
投
資
す
べ
き
か
否
か
決
め
か
ね
て
い

た
。
当
時
、
無
料
講
座
が
も
た
ら
し
た
ユ
ー

ザ
ー
増
が
長
期
的
な
有
料
ユ
ー
ザ
ー
に
な
る

の
か
否
か
、
明
ら
か
で
な
い
か
ら
だ
っ
た
。

も
し
こ
の
現
象
が
短
期
的
に
終
わ
り
、
中
期

的
な
需
要
増
に
結
び
付
か
な
い
場
合
、
多
額

投
資
を
し
て
も
、
平
常
に
戻
っ
た
後
、
供
給

能
力
過
剰
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
だ
。

　
教
育
効
果
の
面
か
ら
見
る
と
、
オ
ン
ラ
イ

ン
と
オ
フ
ラ
イ
ン
の
違
い
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
は
教
師
側
が
生
徒
側
の
理
解
度
を
即
座
に

知
る
こ
と
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
い
か
に

し
て
教
育
効
果
、
効
率
を
把
握
で
き
る
よ
う

に
改
善
す
る
か
、
技
術
的
な
課
題
で
あ
り
、

こ
の
分
野
の
研
究
開
発
が
待
た
れ
る
。
こ
う

し
た
事
情
か
ら
企
業
は
イ
ン
フ
ラ
投
資
に
二

の
足
を
踏
ん
だ
。

プ
リ
ン
タ
ー
需
要
が
急
増

も
う
一
つ
、
親
た
ち
の
頭
痛
の
種
が
あ
っ

た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
に
は
ネ
ッ
ト
教
材
を

使
う
た
め
に
、
ユ
ー
ザ
ー
家
庭
で
プ
リ
ン
ト

す
る
必
要
が
あ
る
。
２
月
初
め
、
中
国
の
大

多
数
の
家
庭
に
は
プ
リ
ン
タ
ー
が
な
く
、
春

節
後
、
急
速
に
プ
リ
ン
タ
ー
の
需
要
が
増
加

し
、
一
時
的
に
供
給
が
需
要
に
追
い
付
か

ず
、
プ
リ
ン
タ
ー
メ
ー
カ
ー
に
は
意
外
だ
っ

た
。プ

リ
ン
ト
専
門
企
業
に
は
ラ
ッ
キ
ー
で
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
プ
リ
ン
ト
の
注
文
を
受
け
、

プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
テ
キ
ス
ト
を
宅
配
便

で
送
り
、
部
分
的
に
こ
の
問
題
を
解
決
し

た
。
し
か
し
、
日
常
的
に
プ
リ
ン
ト
す
る
需

要
が
増
え
、
プ
リ
ン
タ
ー
メ
ー
カ
ー
は
ユ
ー

ザ
ー
の
需
要
を
満
足
さ
せ
る
た
め
に
、
時
間

に
追
わ
れ
て
製
造
し
た
。

アパートのエレベーター脇で流されているオ

ンライン教育の動画コマーシャル。利用者は

全国で累計４億を突破したとうたっている

＝２０２０年３月２１日、筆者撮影
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こ
こ
数
年
、
モ
バ
イ
ル
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
バ
ー
チ
ャ
ル
・
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
（
Ｖ

Ｒ
）
、
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
な
ど
の
技
術
が

さ
ら
に
進
み
、
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
は
市
民
社

会
に
溶
け
込
み
、
将
来
性
は
前
途
洋
洋
だ
と

し
て
、
投
資
家
の
狙
い
目
に
な
っ
て
い
る
。

中
国
「
互
聯
網
週
刊
（
チ
ャ
イ
ナ
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ウ
イ
ー
ク
）
」
の
２
月
29
日

号
は
「
デ
ー
タ
を
見
る
と
、
２
０
２
０
年
の

オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
の
ユ
ー
ザ
ー
は
２
億
９
６

０
０
万
人
に
達
し
、
市
場
規
模
は
４
３
３
０

億
元
（
約
６
兆
９
３
０
０
億
円
）
に
及
ぶ
」

と
報
じ
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
に
と
ど
ま
ら
ず
、
今
回

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
よ
っ
て
、
中

国
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
産
業
界
に
計
り
知
れ

な
い
変
化
が
生
じ
た
と
言
え
よ
う
。

今
年
２
月
以
後
、
中
国
人
の
多
く
は
オ
ン
ラ

イ
ン
で
生
活
必
需
品
を
購
入
し
、
人
と
の
接

触
を
避
け
る
た
め
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ー

パ
ー
の
商
品
は
充
実
し
、
物
価
も
安
定
し
て

い
た
。
ま
た
、
多
く
の
飲
食
店
が
大
型
の
外

販
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
依
拠
し
て
、
オ
ン

ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
、
家
に
閉
じ
こ

も
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
顧
客
の
利
便
を
図

り
、
企
業
自
ら
も
売
り
上
げ
激
減
を
免
れ

た
。
さ
ら
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
ス
マ

ホ
）
決
済
は
想
像
以
上
の
役
割
を
果
た
し
、

現
金
に
触
れ
な
い
で
支
払
い
が
で
き
る
こ
と

で
感
染
防
止
に
貢
献
し
た
。
テ
レ
コ
ム
の

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
分
析
は
感
染
経
路
デ
ー
タ
を

提
供
し
、
関
連
部
門
の
検
査
効
率
向
上
に
貢

献
し
た
。

全
て
の
中
国
人
に
強
烈
な
印
象
を
残
し
た

だ
ろ
う
。
―
―
中
国
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

な
け
れ
ば
、
中
国
人
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
と
の
戦
い
は
困
難
を
極
め
た
だ
ろ
う
、

と
。も

し
、
こ
う
し
た
こ
と
は
す
で
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
が
備
え
て
い
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
だ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
禍
の
間
に
、
伝
統
的
な
生
活
サ
ー
ビ

ス
業
は
短
期
間
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
「
化

学
反
応
」
を
起
し
た
と
言
え
る
。
デ
ジ
タ

ル
生
活
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
あ
る
程

度
、
す
で
に
サ
ー
ビ
ス
業
デ
ジ
タ
ル
化
の

「
ニ
ュ
ー
イ
ン
フ
ラ
」
と
な
り
、
中
国
経
済

の
新
旧
原
動
力
の
転
換
に
推
進
力
を
提
供
し

た
、「

ニ
ュ
ー
イ
ン
フ
ラ
」
は
多
く
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
企
業
に
と
っ
て
、
新
た
な
チ
ャ

ン
ス
で
あ
る
。
国
家
統
計
局
が
発
表
し
た

デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
昨
年
の
サ
ー
ビ
ス
業
の

増
価
値
は
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
53
・

９
％
を
占
め
、
雇
用
の
50
％
を
受
け
入
れ

た
。
サ
ー
ビ
ス
業
は
国
民
経
済
の
主
導
産
業

と
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
と
同
時
に
、
中

国
の
サ
ー
ビ
ス
業
の
80
％
は
デ
ジ
タ
ル
化
さ

れ
な
い
ま
ま
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
力
を

借
り
て
、
自
ら
の
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
、
レ
ベ

ル
向
上
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
企
業
お
よ
び
さ
ら
に
範

囲
を
広
げ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
産
業
全
体

に
つ
い
て
、
そ
の
市
場
は
極
め
て
巨
大
で
あ

る
、
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
は
そ
の
ほ
ん
の
一
部

に
過
ぎ
な
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
「
ニ
ュ
ー
イ
ン
フ
ラ
」

陳言
日本企業（中国）研究院執行院長
経済ジャーナリスト

1960年、北京生まれ。82年、南京大学卒。82-89

年『経済日報』に勤務。89-99年、東京大学(ジャ 

ーナリズム)、慶応大学(経済学)に留学。99-2003

年萩国際大学教授。03-10年経済日報月刊『経

済』主筆。10年から日本企業(中国)研究院執行院

長。現在は「人民中国」副総編集長も務める。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
日
本
国
内
に
拡
大
し
、
政
府
は
3
月
2
日
か
ら
春
休
み
ま
で
全
国
の
小
中
高
校
に
臨
時
休
校

を
要
請
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
教
育
関
連
企
業
は
教
育
ソ
フ
ト
や
デ
ジ
タ
ル
教
材
な
ど
の
無
料
提
供
に
乗
り
出
し
た
。
ウ
イ
ル
ス

感
染
は
日
本
に
お
い
て
も
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
の
普
及
を
加
速
さ
せ
る
の
か
。
「
未
来
の
教
室
」
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
、
Ｅ
ｄ

Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
（
エ
ド
テ
ッ
ク
）
＝
Ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
＋
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
ｎ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｙ
（
教
育
＋
技
術
）
を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
＝

研
究
会
で
提
言
を
ま
と
め
て
社
会
実
装
を
進
め
る
経
済
産
業
省
サ
ー
ビ
ス
政
策
課
教
育
産
業
室
の
柴
田
寛
文
課
長
補
佐
に
そ
の
ビ

ジ
ョ
ン
や
将
来
像
な
ど
に
つ
い
て
聞
い
た
。

【
毎
日
ア
ジ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
所
長
・
清
宮
克
良
】

使
っ
て
学
ん
で
い
る
。
先
生
た
ち
の
間
で

は
、
学
校
で
授
業
を
す
る
意
味
は
何
な
の

か
、
30
人
な
り
の
生
徒
を
学
校
に
物
理
的
に

集
め
る
意
味
は
何
な
の
か
、
授
業
を
す
る
価

値
は
何
な
の
か
、
と
教
育
の
根
本
を
考
え
る

議
論
が
出
て
い
る
。
学
校
に
集
ま
り
、
他
の

生
徒
た
ち
と
グ
ル
ー
プ
で
や
る
こ
と
の
意
味

を
再
確
認
し
始
め
て
い
る
。
学
校
で
授
業
を

す
る
意
味
の
再
定
義
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

Ｅ
ｄ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
「
未
来
の
教
室
」
構
想

オ
ン
ラ
イ
ン
活
用
で
探
求
型
学
習
推
進
へ

蒋
建
国
・
新
聞
弁
公
室
主
任

―
―
全
国
的
な
臨
時
休
校
で
教
育
現
場
に
変

化
が
あ
り
ま
す
か
。

臨
時
休
校
最
中
の
3
月
中
旬
に
小
中
高
校

の
先
生
約
30
人
と
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
（
ズ
ー
ム
、
Ｗ

ｅ
ｂ
会
議
ツ
ー
ル
）
で
会
議
を
し
た
。
教
師

の
中
に
は
「
学
び
を
止
め
な
い
」
の
信
念
で

生
徒
、
保
護
者
、
校
長
の
許
可
を
と
り
、
夜

に
ズ
ー
ム
を
活
用
し
た
授
業
を
し
て
い
る
方

も
い
る
。
一
斉
臨
時
休
校
に
な
り
、
生
徒
た

ち
は
学
校
に
行
か
な
く
て
も
オ
ン
ラ
イ
ン
を

経済産業省
柴田寛文・課長補佐に
聞く

―
―
「
未
来
の
教
室
」
ビ
ジ
ョ
ン
と
Ｅ
ｄ
Ｔ

ｅ
ｃ
ｈ
研
究
会
は
ど
の
よ
う
に
誕
生
し
た
の

で
す
か
。

経
産
省
の
若
手
官
僚
が
２
０
１
７
年
5
月

に
日
本
社
会
の
課
題
に
つ
い
て
「
不
安
な
個

人
、
立
ち
す
く
む
国
家
」
と
い
う
文
書
で
提

言
し
た
。
人
づ
く
り
や
新
し
い
学
習
の
提
言

も
あ
っ
た
。
経
産
省
も
根
幹
で
携
わ
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
議
論
な
ど
が
あ

り
、
同
７
月
に
教
育
産
業
室
が
設
立
さ
れ
、

「
今
」
を
前
提
と
し
な
い
２
０
３
０
年
の
普

通
の
学
び
方
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
「
未
来
の
教

臨
時
休
校
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

Asia Inside  : 

感
染
拡
大
　
加
速
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
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先
進
技
術
を
教
育
現
場
に
取
り
込
む

室
」
の
可
能
性
を
探
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。
民
間
教
育
と
公
教
育
が
連
携

し
、
Ｅ
ｄ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
を
活
用
し
た
様
々
な
実

証
事
業
を
行
っ
て
き
た
。
知
識
は
Ｅ
ｄ
Ｔ

ｅ
ｃ
ｈ
で
学
ん
で
効
率
的
に
獲
得
し
、
探

求
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
学
習
（
Ｐ
Ｂ
Ｌ
＝

Project Based Learning
）
に
没
頭
す
る

時
間
を
捻
出
す
る
大
切
さ
が
浸
透
し
つ
つ
あ

る
と
思
う
。

―
―
「
未
来
の
教
室
」
ビ
ジ
ョ
ン
が
昨
年
６

月
に
公
表
さ
れ
た
が
、
そ
の
趣
旨
は
。

　
第
２
次
提
言
で
は
、
「
Ｅ
ｄ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
の

力
で
、
一
人
ひ
と
り
に
最
適
な
学
び
を
実
現

し
、
生
み
出
さ
れ
た
空
い
た
時
間
で
Ｓ
Ｔ
Ｅ

Ａ
Ｍ
（
※
１
）
の
学
び
に
取
り
組
み
、
学

習
者
一
人
ひ
と
り
が
未
来
を
創
る
当
事
者

（
チ
ェ
ン
ジ
・
メ
イ
カ
ー
）
に
」
を
掲
げ
、

３
つ
の
柱
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

　
１
つ
目
は
、
学
び
の
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
化
で

す
。
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
と
は
、Society5.0

時
代

の
基
本
と
な
る
Ｉ
Ｔ
を
は
じ
め
と
し
た
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
を
理
解
し
、
表
現
す
る
能
力
を
育

む
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
に
Ａ
ｒ
ｔ
ｓ
（
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
）
の
要
素
を
加
え
た
教
育
領
域
の
こ
と
。

一
人
ひ
と
り
違
う
ワ
ク
ワ
ク
を
核
に
、
「
知

る
」
と
「
創
る
」
が
循
環
す
る
文
理
融
合
の

学
び
、
今
ま
で
の
学
び
を
変
え
て
い
く
こ
と

で
す
。
例
え
ば
、
「
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
（
移
動
革
命

＝Mobility 
as 

a 
Service

）
と
自
動
運

転
と
Ａ
Ｉ
」
に
つ
い
て
考
え
る
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
自
動
運
転
関
連
の
Ａ
Ｉ

技
術
な
ど
の
原
理
原
則
を
理
系
知
識
を
習
得

し
な
が
ら
理
解
し
つ
つ
、
社
会
実
装
の
た
め

の
法
的
責
任
、
倫
理
観
醸
成
な
ど
文
系
知
識

も
活
用
し
つ
つ
、
知
識
を
融
合
さ
せ
て
課
題

に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
に
な
る
。

　
２
つ
目
は
、
学
び
の
自
立
化
・
個
別
最
適

衆
院
予
算
委
員
会
締
め
く
く
り
質
疑
で
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
全
国
全
て
の
小
学
校
、

中
学
校
、
高
校
、
特
別
支
援
学
校
に
対
す
る
臨
時

休
校
の
要
請
に
伴
う
家
庭
や
企
業
な
ど
へ
の
影
響

と
対
応
に
つ
い
て
答
弁
す
る
安
倍
晋
三
首
相
＝
国

会
内
で
２
０
２
０
年
２
月
28
日
、
川
田
雅
浩
撮
影

化
で
す
。
一
人
ひ
と
り
違
う
認
知
特
性
や
学

習
到
達
度
な
ど
を
も
と
に
、
学
び
方
を
選
べ

る
学
び
に
す
る
こ
と
で
す
。
従
来
の
一
律
・

一
斉
・
一
方
向
型
授
業
で
は
な
く
、
Ｅ
ｄ
Ｔ

ｅ
ｃ
ｈ
に
よ
る
自
学
自
習
と
、
学
習
者
同
士

の
学
び
合
い
へ
と
重
心
が
移
っ
て
い
く
べ
き

と
考
え
て
い
る
。
目
の
前
に
い
る
教
師
か
ら

与
え
ら
れ
る
学
び
、
教
科
書
か
ら
与
え
ら
れ

る
学
び
か
ら
、
学
習
者
自
身
が
学
び
を
切
り

開
い
て
い
く
、
学
び
の
主
権
が
学
習
者
に

戻
っ
て
く
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え

て
い
る
。

―
―
中
国
は
Ｅ
ｄ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
先
進
国
と
聞
い

て
い
ま
す
。

　
２
０
１
８
年
11
月
に
北
京
で
開
催
さ
れ
た

Ｅ
ｄ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
「
Ｇ
Ｅ

Ｓ
」
（Global

　Education Summit

）
に

参
加
し
ま
し
た
。
中
国
で
は
家
庭
で
宿
題
す

る
習
慣
が
根
強
く
、
経
済
成
長
と
と
も
に
共

稼
ぎ
が
増
え
、
家
庭
で
親
が
い
な
く
て
も
ア

プ
リ
や
Ｅ
ｄ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
を
使
う
傾
向
が
あ

る
。
中
国
か
ら
海
外
に
留
学
す
る
た
め
、
英

作
文
や
英
語
学
習
に
は
Ａ
Ｉ
分
析
や
自
動
判

定
、
画
像
認
証
な
ど
の
技
術
を
含
ん
だ
Ｅ
ｄ

　
３
つ
目
は
、
新
し
い
学
習
基
盤
の
整
備
で

す
。
学
習
者
中
心
、
デ
ジ
タ
ル
・
フ
ァ
ー
ス

ト
、
社
会
と
シ
ー
ム
レ
ス
な
学
校
を
目
指
す

べ
き
と
考
え
て
い
る
。

　
未
来
を
見
通
し
に
く
い
時
代
に
生
き
る
子

供
た
ち
に
は
新
し
い
教
育
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
、
様
々
な
個
性
の
子
供
た
ち
が
未
来
を

創
る
当
事
者
に
な
る
た
め
の
教
育
環
境
づ
く

り
を
「
未
来
の
教
室
」
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
提

言
し
て
い
ま
す
。

Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

―
―
Ｇ
Ｅ
Ｓ
で
の
印
象
は
。

　
中
国
の
Ｅ
ｄ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
は
ユ
ニ
コ
ー
ン
企

業
（
資
産
価
値
が
10
億
ド
ル
以
上
の
未
上
場

企
業
）
が
担
っ
て
い
ま
す
が
、
Ｇ
Ｅ
Ｓ
に
出

席
し
て
み
て
、
次
な
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企

業
の
存
在
に
光
が
あ
た
っ
て
い
ま
し
た
。
画

像
の
自
動
判
定
な
ど
は
当
た
り
前
で
、
教
室

の
中
で
ど
の
子
が
集
中
し
て
い
る
か
、
教
室

の
動
き
を
セ
ン
シ
ン
グ
し
て
可
視
化
し
た

り
、
脳
波
や
発
話
の
状
況
を
デ
ー
タ
化
を
し
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担任クラスの生徒２４人とオンラインでつなぎ、午後のホームルームを行う教師。画面には

生徒全員の映像が映し出される

＝静岡市駿河区の静岡聖光学院中で２０２０年３月４日、手塚耕一郎撮影

た
り
、
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
に
く
い
情
報
を
ど

う
デ
ジ
タ
ル
化
・
デ
ー
タ
化
す
る
の
か
と

い
っ
た
、
次
な
る
教
育
改
革
の
フ
ェ
ー
ズ
に

移
行
し
て
い
く
動
き
を
感
じ
ま
し
た
。

―
―
世
界
で
は
ど
う
で
す
か
。

　
今
年
１
月
末
に
英
国
で
開
催
さ
れ
た
世
界

最
大
の
Ｅ
ｄ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
の
見
本
市
「
Ｂ
Ｅ
Ｔ

Ｔ
」
（British Educational Training 

and Technology

）
に
出
席
し
ま
し
た
。
欧

米
を
は
じ
め
中
東
な
ど
世
界
の
国
々
で
、
教

育
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

る
か
ら
こ
そ
、
Ｅ
ｄ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
が
必
要
と
さ

れ
て
い
る
と
実
感
し
ま
し
た
。
日
本
が
力
を

入
れ
て
い
る
個
別
最
適
化
は
当
然
の
流
れ
で

あ
り
、
個
別
最
適
化
さ
れ
た
学
習
者
一
人
一

人
の
デ
ー
タ
を
拾
っ
て
、
デ
ジ
タ
ル
情
報
と

し
て
把
握
し
、
教
師
が
適
切
な
ア
プ
ロ
ー
チ

を
す
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を
促
す
、
ラ
ー
ニ

ン
グ
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
・
シ
ス
テ
ム
の
展

示
が
目
に
つ
き
ま
し
た
。

―
―
将
来
像
は
ど
う
で
す
か
。

文
部
科
学
省
は
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

（
※
２
）
で
1
人
1
台
の
学
習
者
用
Ｐ
Ｃ
・

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
に
着
手
し
ま
す
。
２
０

２
０
年
は
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
元
年
で
「
１

人
１
台
端
末
」
「
高
速
通
信
網
」
「
ク
ラ
ウ

ド
活
用
」
が
整
備
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な

る
。
こ
の
環
境
の
上
に
、
Ｅ
ｄ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
を

活
用
し
た
、
さ
ら
に
発
展
的
な
学
び
が
実
現

し
て
い
く
こ
と
を
後
押
し
し
、
学
び
の
デ
ジ

タ
ル
化
を
広
げ
て
い
き
つ
つ
、
教
科
の
学
び

を
深
め
本
質
に
迫
れ
る
よ
う
に
「
未
来
の
教

室
」
ビ
ジ
ョ
ン
を
具
体
化
・
実
現
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
最
後
に
、
自
分
ご
と
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
参
加
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す

が
。

　
私
自
身
、
８
歳
の
長
女
と
6
歳
の
長
男
の

親
で
す
。
長
男
は
自
閉
症
で
知
的
障
が
い
を

持
っ
て
い
ま
す
。
話
す
こ
と
が
不
自
由
で
す

が
、
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を
通
し
て
、
自
己
表
現
を
し

た
り
、
自
分
の
欲
求
を
叶
え
て
い
る
様
子
を

間
近
で
見
て
い
ま
す
。
言
葉
な
し
で
も
可
能

な
操
作
性
や
拡
張
性
は
長
男
の
感
性
に
マ
ッ

チ
し
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
で
あ
る
こ
と
で
初

め
て
、
可
能
性
が
開
か
れ
て
い
く
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
で
す
か

ら
、
こ
の
「
未
来
の
教
室
」
の
取
り
組
み

は
、
仕
事
と
い
う
枠
を
越
え
て
、
自
分
ご
と

と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
め
る
、
ま

た
と
な
い
政
策
テ
ー
マ
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
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（
※
１
）
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
と
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

　
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
と
は
Ｓ
：S

c
i
e
n
c
e

、
Ｔ
：

T
e
c
h
n
o
l
o
g
y

、
Ｅ
：E

n
g
i
n
e
e
r
i
n
g

、
Ｍ
：

M
a
t
h
e
m
a
t
i
c
s

＝
の
そ
れ
ぞ
れ
頭
文
字
を

取
っ
た
も
の
で
、
科
学
・
技
術
・
工
学
・
数

学
の
教
育
分
野
を
総
称
し
た
言
葉
。
こ
れ
ら

4
つ
の
学
問
の
教
育
に
力
を
注
ぎ
、
Ｉ
Ｔ
社

会
と
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
適
応
し
た
国
際
競

争
力
を
持
っ
た
人
材
を
多
く
生
み
出
そ
う
と

す
る
21
世
紀
型
の
教
育
シ
ス
テ
ム
。

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
と
は
２
０
１
１
年
、
当
時
の

オ
バ
マ
米
大
統
領
が
一
般
教
書
演
説
で
、
国

家
戦
略
と
し
て
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
に
Ａ
ｒ
ｔ
ｓ
（
デ

ザ
イ
ン
・
芸
術
・
人
文
・
社
会
な
ど
の
リ
ベ

ラ
ル
ア
ー
ツ
）
を
加
え
て
さ
ら
に
総
合
化
し

た
も
の
。

（
※
２
）
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
＝G

l
o
b
a
l
 
a
n
d 

Innovation Gateway for All

＝
ス
ク
ー

ル
構
想

文
部
科
学
省
が
２
０
１
９
年
に
発
表
し
た

構
想
で
、
学
校
で
義
務
教
育
を
受
け
る
児
童

生
徒
に
、
1
人
1
台
の
学
習
者
用PC

や
ク
ラ

ウ
ド
活
用
を
前
提
と
し
た
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
環
境
な
ど
を
整
備
す
る
5
年
間
の
計
画
を

ま
と
め
た
も
の
だ
。
初
年
度
予
算
は
２
３
１

８
億
円
。
20
年
度
中
に
は
、
希
望
す
る
全
て

の
小
・
中
・
高
等
学
校
、
特
別
支
援
学
校
の

柴田寛文（しばた・ひろふみ）

経済産業省サービス政策課・教育産業室課長補佐（総括）

　２００８年入省。企業金融政策、医療介護周辺サービス政策、東日本大

震災後のエネルギー基本計画の検討、福島第一原発の廃炉・汚染水対策の

計画策定の業務等に従事。２０１５年１０月から約２年９カ月間、人事交

流にて、厚生労働省年金局事業管理課に在籍。日本年金機構の業務改革、

年金関連法改正の対応、マイナンバーを扱う業務や行政手続き簡素化・電

子申請義務化の実現にむけた企画立案等に従事。２０１８年７月から現

職。サービス産業の生産性向上の大ミッションと併せて、長女（８歳）、

長男（６歳、自閉症・知的障がい）の親として、自分ごととして、「未来

の教室」プロジェクトに従事。

校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
を
支
援
す
る
た
め
、
整
備

費
用
の
２
分
の
1
を
補
助
す
る
。
1
人
1
台

の
学
習
者
用
Ｐ
Ｃ
の
導
入
は
23
年
度
ま
で
に

実
現
す
る
計
画
で
、
1
人
あ
た
り
最
大
４
・

５
万
円
の
補
助
金
を
支
給
す
る
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凸
版
印
刷
（
本
社
・
東
京
都
千
代
田
区
、
麿
秀
晴
社
長
）
は
２
０
１
９
年
度
、
静
岡
県
袋

井
市
と
と
も
に
経
済
産
業
省
「
『
未
来
の
教
室
』
実
証
事
業
」
に
２
年
連
続
で
採
択
さ
れ
、

同
市
立
浅
羽
北
小
で
Ｅ
ｄ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
活
用
に
よ
る
「
学
び
の
自
立
化
・
個
別
最
適
化
」
の
実

証
事
業
を
実
施
し
た
＝
写
真
。
同
社
は
同
市
立
三
川
小
で
実
施
し
た
２
０
１
８
年
度
の
取
り

組
み
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
「
学
習
状
況
の
可
視
化
」
と
「
複
数
の
学
習
手
法
」
の
組
み
合

わ
せ
に
よ
り
、
一
斉
授
業
で
は
難
し
か
っ
た
「
学
び
の
自
立
化
・
個
別
最
適
化
」
を
実
現
さ

せ
た
。
教
育
事
業
を
成
長
分
野
と
位
置
づ
け
る
同
社
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

【
毎
日
ア
ジ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
所
】

学
び
の
自
立
化
・
個
別
最
適
化
へ

凸
版
印
刷
　
静
岡
県
袋
井
市
立
浅
羽
北
小

「
グ
ル
ー
プ
に
は
教
科
書
出
版
の
東
京
書

籍
と
学
校
図
書
（
図
書
印
刷
）
、
児
童
・
保

育
図
書
の
フ
レ
ー
ベ
ル
館
を
抱
え
て
い
る
。

本
体
と
し
て
『
教
育
』
に
携
わ
る
こ
と
は
グ

ル
ー
プ
会
社
と
相
乗
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
さ
ら
に
教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通

信
技
術
）
の
進
展
が
転
機
に
な
っ
て
い
ま

す
」
。
凸
版
印
刷
の
藤
田
昌
和
・
教
育
事
業

凸
版
印
刷
が
静
岡
県
袋
井
市
立
浅
羽
北
小
で
実
施
し
た
デ
ジ
タ
ル
教
材
を
使
っ
た
算
数
の
授
業
風
景

＝
同
社
提
供

教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
進
展
が
転
機

推
進
本
部
事
業
開
発
１
部
長
は
こ
う
語
る
。

　
同
社
は
２
０
１
６
年
に
多
様
化
す
る
時
代

に
合
わ
せ
、
重
点
的
に
取
り
組
む
「
健
康
・

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
」
「
教
育
・
文
化
交

流
」
「
都
市
空
間
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
」
「
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
食
料
資
源
」
の
４
つ
の
成
長
領
域

を
設
定
し
、
そ
れ
ら
に
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
か

ら
な
る
５
つ
の
事
業
系
を
掛
け
合
わ
せ
、
さ

Asia Inside  : 

感
染
拡
大
　
加
速
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
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ら
に
グ
ロ
ー
バ
ル
、
未
開
拓
の
分
野
に
進
出

す
る
こ
と
で
社
会
的
価
値
を
創
造
す
る
ビ
ジ

ョ
ン
を
掲
げ
た
。

こ
の
一
環
で
同
年
、
教
育
分
野
の
部
署
を

統
合
し
教
育
事
業
推
進
本
部
が
発
足
し
た
。

同
社
の
教
育
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
ア

ダ
プ
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス

（
※
）
「
や
る
Ｋ
ｅ
ｙ
（
や
る
キ
ー
）
」

は
、
児
童
が
ダ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
て

学
校
の
単
元
に
沿
っ
た
学
習
を
行
う
デ
ジ
タ

ル
教
材
だ
。
具
体
的
に
は
、
授
業
の
な
か
で

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
、
児
童
が
自
分

で
目
標
を
立
て
て
教
科
書
の
内
容
に
沿
っ
た

演
習
問
題
（
デ
ジ
タ
ル
ド
リ
ル
）
に
取
り
組

む
。
解
答
は
自
動
採
点
さ
れ
、
ど
こ
を
誤
っ

た
か
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
理
由
も
特
定
さ

れ
る
。
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
児
童
一
人
ひ

と
り
に
合
わ
せ
た
苦
手
克
服
問
題
が
配
信
さ

れ
、
ド
リ
ル
を
進
め
る
と
「
が
ん
ば
り
コ
イ

ン
」
が
増
え
た
り
、
「
ト
ロ
フ
ィ
ー
」
が
表

示
さ
れ
る
な
ど
児
童
の
や
る
気
が
続
く
よ
う

な
楽
し
い
工
夫
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

「
や
る
Ｋ
ｅ
ｙ
（
や
る
キ
ー
）
」
は
２
０
１

５
年
以
降
、
全
国
30
以
上
の
自
治
体
で
導
入

さ
れ
て
い
る
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
算
数
授
業

　
袋
井
市
の
実
証
事
業
は
、
２
０
２
０
年
度

か
ら
文
部
科
学
省
の
進
め
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
＝

Global 
and 

Innovation 
Gateway 

for 

A
l
l

＝
ス
ク
ー
ル
構
想
に
沿
っ
て
、
児
童
が

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
使
っ
て
学
習
を
進
め
る

な
か
で
、
ア
ダ
プ
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
・

サ
ー
ビ
ス
「
や
る
Ｋ
ｅ
ｙ
（
や
る
キ
ー
）
」

を
活
用
す
る
こ
と
で
習
熟
度
を
高
め
る
こ
と

が
狙
い
だ
。
２
０
１
９
年
度
は
同
年
10
月
か

ら
12
月
ま
で
の
３
カ
月
間
、
同
市
立
浅
羽
北

小
の
６
年
生
約
70
人
を
対
象
に
算
数
の
授
業

（
教
科
書
は
学
校
図
書
）
で
１
人
１
台
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
貸
与
し
て
行
わ
れ
た
＝
写

真
。
前
年
度
に
比
べ
て
、
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト

（
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
自
動
対
話
プ
ロ
グ
ラ

ム
）
・
レ
ク
チ
ャ
ー
動
画
機
能
の
導
入
、
教

員
用
の
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
（
デ
ー
タ
を
統
合

し
表
示
す
る
管
理
シ
ス
テ
ム
）
機
能
の
強
化

な
ど
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
改
善
し
、
実
証
授
業

の
効
果
測
定
を
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
対
象
単
元
の
標
準
時
数

に
比
べ
て
、
実
証
授
業
の
実
施
時
数
は
77
％

圧
縮
し
た
。
児
童
の
理
解
レ
ベ
ル
を
Ａ
層

（
上
位
）
、
Ｂ
層
（
中
上
位
）
、
Ｃ
層
（
中

下
位
）
、
Ｄ
層
（
下
位
）
に
分
け
た
場
合
、

従
来
の
授
業
は
Ｃ
層
の
ペ
ー
ス
に
合
っ
て
い

た
と
み
ら
れ
、
Ａ
層
・
Ｂ
層
に
は
進
み
方
が

遅
す
ぎ
、
Ｄ
層
に
は
早
す
ぎ
た
が
、
実
証
授

業
で
易
し
い
言
葉
で
説
明
す
る
映
像
や
ピ
ン

ポ
イ
ン
ト
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
チ
ャ
ッ
ト

ボ
ッ
ト
の
活
用
な
ど
で
特
に
Ｃ
層
・
Ｄ
層
の

習
熟
度
が
向
上
し
効
果
的
で
あ
っ
た
と
い

＝凸版印刷提供
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う
。
実
施
時
期
の
中
盤
ご
ろ
か
ら
単
元
テ
ス

ト
で
90
点
以
上
を
取
得
す
る
Ｃ
層
・
Ｄ
層
の

児
童
が
続
出
し
、
こ
の
層
か
ら
「
単
元
テ
ス

ト
で
１
０
０
点
を
取
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
」

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。
担
当
し
た
同

社
教
育
事
業
推
進
本
部
事
業
開
発
２
部
の
大

島
慧
氏
は
「
デ
ジ
タ
ル
教
材
を
使
う
こ
と
に

よ
り
、
先
生
の
も
と
に
児
童
の
解
答
が
（
デ

ジ
タ
ル
・
デ
ー
タ
と
し
て
）
届
き
、
そ
れ
ぞ

れ
の
理
解
度
が
一
目
で
分
か
る
。
先
生
は
答

案
の
配
布
・
回
収
や
採
点
に
費
や
す
時
間
も

省
け
ま
す
。
そ
の
分
、
（
授
業
の
進
捗
に
）

つ
ま
ず
い
た
児
童
を
支
援
す
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
話
す
。

プロジェクトを担当した右から藤田部長、大島氏、事業開発２部の一ノ宮美香さん

公
教
育
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
提
供

実
証
授
業
の
成
果
と
し
て
、
凸
版
印
刷
で

は
（
１
）
浅
羽
北
小
の
よ
う
に
初
め
て
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
使
う
公
立
小
で
も
実
施
可
能

（
２
）
独
習
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
基
礎
学
習
の

時
間
圧
縮
（
３
）
授
業
効
率
化
に
よ
る
習
熟

度
の
向
上
（
４
）
学
習
行
動
履
歴
デ
ー
タ
で

あ
る
学
習
ロ
グ
の
提
示
方
法
向
上
に
よ
る
指

導
改
善
―
―
を
あ
げ
て
い
る
。
今
後
の
展
望

と
し
て
、
学
習
ス
タ
イ
ル
面
で
は
個
別
学
習

中
心
に
よ
る
基
礎
学
習
の
効
率
化
、
学
習
機

能
面
で
は
児
童
の
学
力
・
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

に
応
じ
て
最
適
な
学
習
体
験
の
レ
コ
メ
ン
ド

（
推
奨
）
を
指
摘
し
て
い
る
。
藤
田
部
長
は

「
い
よ
い
よ
１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
貸
与
す
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
が
ス
タ
ー

ト
す
る
。
教
科
書
会
社
を
グ
ル
ー
プ
に
持
つ

コ
ン
テ
ン
ツ
ホ
ル
ダ
ー
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

全
国
の
営
業
拠
点
が
築
い
た
各
自
治
体
と
の

絆
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
多
様
な
子
ど
も
の

集
う
公
教
育
に
お
い
て
、
全
員
に
そ
の
資
質

や
能
力
に
応
じ
た
成
長
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供

し
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
る
。

（
※
）
ア
ダ
プ
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
サ

ー
ビ
ス

個
々
の
子
ど
も
の
進
ち
ょ
く
に
合
わ
せ
、

学
習
内
容
や
学
習
レ
ベ
ル
を
調
整
し
提
供
す

る
学
習
サ
ー
ビ
ス
。
蓄
積
さ
れ
た
ロ
グ
（
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
の
利
用
状
況
や
デ
ー
タ
通
信
な

ど
履
歴
や
情
報
の
記
録
）
を
解
析
す
る
こ
と

で
つ
ま
ず
き
や
弱
点
を
明
確
に
し
、
子
ど
も

一
人
ひ
と
り
に
「
最
適
化
」
さ
れ
た
コ
ン
テ

ン
ツ
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
効
率
的
に
学
習

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
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シ
リ
ー
ズ「
中
国
商
務
熱
点
」⑥

人
民
日
報
の
視
点
　
第
３
回
中
国
国
際
輸
入
博
覧
会

オ
ン
ラ
イ
ン
で
出
展
契
約
調
印
式

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
回
避
で

　
２
月
26
日
午
後
、
第
3
回
中
国
国
際
輸
入

博
覧
会
の
初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
調
印
会
が
開
催

さ
れ
、
著
名
企
業
4
社
が
出
展
契
約
に
調
印

し
た
。
調
印
済
み
の
ブ
ー
ス
の
面
積
は
計
画

面
積
を
50
％
上
回
っ
て
お
り
、
そ
の
出
展
者

募
集
の
進
捗
ペ
ー
ス
は
前
２
回
の
同
期
を
上

回
っ
て
い
る
。
新
華
社
が
報
じ
た
。

国
家
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
上

海
）
輸
入
博
覧
会
展
覧
部
の
周
伶
彦
・
副
総

経
理
は
、
「
現
状
か
ら
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
が
第
３
回
中
国
国
際

輸
入
博
覧
会
の
企
業
商
業
展
出
展
者
募
集
業

務
に
対
す
る
影
響
は
限
定
的
だ
。
例
年
の
状

況
か
ら
す
る
と
、
今
は
出
展
の
た
め
の
契
約

に
調
印
す
る
企
業
が
集
中
す
る
時
期
で
、
感

染
が
拡
大
し
て
い
る
と
言
っ
て
も
そ
れ
を
遅

ら
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
オ

ン
ラ
イ
ン
調
印
会
の
形
式
を
採
用
し
た
」
と

説
明
す
る
。
＝
写
真
上
は
浙
江
省
の
義
烏
中

国
小
商
品
城
国
際
商
貿
城
が
2
月
24
日
午
前

9
時
か
ら
全
面
的
に
運
営
を
再
開
。
同
日
、

義
烏
国
際
商
貿
城
五
区
の
輸
入
館
イ
ン
ド
展

示
エ
リ
ア
で
イ
ン
ド
の
特
色
あ
る
商
品
を
選

ぶ
バ
イ
ヤ
ー
（
人
民
図
片
・
呂
斌
）
。

医
療
関
連
企
業
な
ど
業
務
拡
大

　
周
副
総
理
理
に
よ
る
と
、
こ
れ
ま
で
に
中

国
国
際
輸
入
博
覧
会
は
２
回
開
催
さ
れ
、
出

展
企
業
の
収
穫
は
大
き
か
っ
た
。
感
染
状
況

も
、
常
連
企
業
や
新
規
企
業
の
熱
心
な
出
展

意
向
を
妨
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
、

「
感
染
の
発
生
と
流
行
に
よ
り
、
企
業
商
業

展
の
出
展
者
募
集
業
務
に
は
確
か
に
一
種
の

ハ
ー
ド
ル
を
も
た
ら
し
た
が
、
逆
に
チ
ャ
ン

ス
も
も
た
ら
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
医
療
業

界
の
関
連
企
業
は
、
こ
れ
を
機
に
中
国
市
場

を
深
く
掘
り
下
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
技
術
装
置
や
自
動
車
、
消
費
品
、
食

品
、
農
産
品
、
サ
ー
ビ
ス
貿
易
な
ど
の
ブ
ー

ス
の
企
業
の
多
く
も
こ
れ
を
機
に
、
同
博
覧

会
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
通
し
て
、
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る
影
響
の
埋
め
合
わ
せ

を
し
、
さ
ら
に
業
務
を
拡
大
し
た
い
と
考
え

て
い
る
」
と
し
た
。

26
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
出
展
契
約
に
調
印

し
た
フ
ラ
ン
ス
の
ミ
シ
ュ
ラ
ン
グ
ル
ー
プ
は

同
博
覧
会
に
初
め
て
出
展
す
る
。
世
界
で

ト
ッ
プ
の
タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
ミ
シ
ュ

ラ
ン
が
、
各
種
展
覧
会
に
自
ら
出
展
す
る
の

は
珍
し
い
。
し
か
し
、
前
2
回
の
同
博
覧
会

を
見
学
し
、
今
回
出
展
す
る
こ
と
に
決
め
た

と
い
う
。
ミ
シ
ュ
ラ
ン
中
国
エ
リ
ア
の
偉
書

傑
最
高
経
営
責
任
者
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
は
、
「
オ

ン
ラ
イ
ン
調
印
会
は
、
中
国
国
際
輸
入
博
覧

会
の
開
催
者
の
知
恵
と
誠
意
を
反
映
し
て
い

る
。
私
は
第
３
回
中
国
国
際
輸
入
博
覧
会
が

必
ず
成
功
裏
に
開
催
さ
れ
る
と
信
じ
て
い

る
。
ま
た
、
中
国
市
場
や
中
国
経
済
の
前
途

も
明
る
い
と
確
信
し
て
い
る
。
同
博
覧
会

は
、
世
界
経
済
を
け
ん
引
す
る
最
も
有
力
な

『
武
器
』
の
一
つ
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
の
見

方
を
示
し
た
。

セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
初
参
加

同
博
覧
会
に
初
参
加
と
な
る
日
本
の
精
密

機
器
メ
ー
カ
ー
・
セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
中
国

エ
リ
ア
の
深
石
明
宏
総
経
理
は
、
「
感
染
の

発
生
と
流
行
は
中
国
経
済
に
対
し
て
一
定
の

影
響
を
与
え
る
も
の
の
、
中
国
市
場
を
30
年
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深
く
掘
り
下
げ
て
き
た
経
験
か
ら
し
て
、
中

国
経
済
の
基
盤
は
依
然
と
し
て
安
定
し
て
お

り
、
開
放
、
協
力
の
姿
勢
、
広
い
市
場
の
可

能
性
は
影
響
を
受
け
て
い
な
い
」
と
の
見
方

を
示
し
た
。
＝
写
真
下
は
江
蘇
省
蘇
州
高
新

区
に
あ
る
日
系
企
業
の
晶
端
顕
示
精
密
電
子

（
蘇
州
）
有
限
公
司
で
生
産
に
追
わ
れ
る
社

員
の
様
子
（
人
民
図
片
・
華
雪
根
）
。

武
田
薬
品
工
業
も
出
展

オ
ン
ラ
イ
ン
調
印
会
に
は
、
常
連
企
業
も
参

加
し
た
。
例
え
ば
、
日
本
の
武
田
薬
品
工
業

は
第
1
回
中
国
国
際
輸
入
博
覧
会
に
出
展
し

た
も
の
の
、
買
収
・
統
合
が
理
由
で
第
2
回

に
は
残
念
な
が
ら
出
展
で
き
ず
、
今
年
は
全

く
新
し
い
イ
メ
ー
ジ
で
戻
っ
て
く
る
。
武
田

薬
品
（
中
国
）
の
単
国
洪
総
裁
は
、
「
今
年

の
博
覧
会
で
は
、
希
少
疾
患
、
ガ
ン
、
消

化
・
神
経
科
学
な
ど
の
治
療
の
分
野
の
強
力

な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
。
今

後
数
年
、
当
社
は
中
国
市
場
で
15
種
類
以
上

の
新
し
い
薬
を
発
売
す
る
計
画
だ
」
と
話

す
。フ

ラ
ン
ス
の
イ
ー
ス
ト
メ
ー
カ
ー
・
ル

サ
ッ
フ
ル
は
第
2
回
中
国
国
際
輸
入
博
覧
会

開
幕
前
に
、
早
く
も
意
向
書
に
調
印
し
、
第

３
回
の
ブ
ー
ス
を
確
保
し
た
企
業
の
一
つ
と

な
っ
た
。
ル
サ
ッ
フ
ル
の
浦
建
菲
・
中
華
圏

総
裁
は
、
「
予
定
通
り
契
約
に
調
印
で
き
な

い
の
で
は
と
心
配
し
て
い
た
。
で
も
、
調
印

で
き
た
の
で
準
備
に
す
ぐ
に
取
り
掛
か
る
こ

と
が
で
き
る
。
当
社
は
前
2
回
に
参
加
し
て

た
く
さ
ん
の
注
文
を
得
た
。
獲
得
感
に
満
ち

て
い
る
」
と
話
す
。

現
時
点
で
、
第
3
回
中
国
国
際
輸
入
博
覧

会
の
調
印
済
み
の
ブ
ー
ス
の
面
積
は
計
画
面

積
を
50
％
上
回
っ
て
お
り
、
出
展
を
申
し
込

ん
で
い
る
企
業
の
数
は
１
０
０
０
社
以
上
、

出
展
者
募
集
の
進
捗
ペ
ー
ス
は
前
2
回
の
同

期
を
上
回
っ
て
い
る
。

【
人
民
日
報
記
者
・
王
俊
嶺
】
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劉軍国のミニ解説
　輸入博覧会の出展契約をオンラインで結ぶ「クラウド契約」には、目を見張るものがある。す

でに2回開催を成功させている輸入博覧会は「世界を買い、世界を売る」効果を示し、世界の企

業のために中国市場への参入と国際協力展開のルートを切り開いた。昨年11月10日に第2回輸入博

覧会が閉幕した際、すでに230社以上の企業が第3回輸入博覧会企業展への出展契約を申請したの

は、まさに輸入博覧会の極めて大きな魅力によるものだろう。

新型コロナウイルスの感染が拡大する中にあって、輸入博覧会への「クラウド契約」だけでな

く、「顔を合わせずに行う企業誘致」や「オンラインでの『千人の幹部の企業千社への配置』」

といったオンラインサービスを、ますます多くの中国各地政府が選択するようになっている。こ

うしたオンラインで集中的に契約を結ぶ企業誘致モデルは、人が集まる機会を減らすとともに、

効率的に資金導入協力を進め、高い効果を上げている。

感染拡大の打撃は短期的なものにすぎず、中国経済が長期的に好転するという基本条件に変わり

はない。感染拡大期におけるデジタル経済の発展は、中国経済の強靭性を証明し、政府に経済発

展レベルの不断の向上のために奉仕するよう呼びかけている。感染拡大の打撃に対応すること

は、サービスを向上させ、ビジネス環境を最適化するチャンスでもある。感染拡大を前にして、

北京市では全市の金融サービス迅速反応ネットワークを構築し、外資金融機関にワンストップサ

ービスの登記コンサルティングサービスと一括式企業サービスを提供している。また上海市の浦

東では、微信（WeChat）や電話、テレビ会議などの「ポイント・ツー・ポイント」や「ライン・

ツー・ライン」、「スクリーン・ツー・スクリーン」といった方法で、防疫期間中も休むことな

く企業誘致を行い、サービスを提供し続け、外資重点プロジェクトの「クラウド契約」が21件締

結された。日本企業にとって、中国の発展の息吹を把握することは、より良い未来を手にするう

えで役立つだろう。

劉軍国　人民日報東京支局長

 1986年山東省青州市生まれ。北京外国語大の日本学研究センターの日本社

会経済コースで修士課程を修了、在学中に横浜国立大で客員研究員。

　2011年12月から16年1月、17年11月から現在まで日本駐在。著書の「温故

創新」（日本僑報）では安倍晋三首相、福田康夫元首相、二階俊博自民党幹

事長ら日本の政界・財界・学術界など各界の人々を取材し、新中国70年の発

展成果などについての生の声をまとめた。
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シ
リ
ー
ズ
　
米
国
の
ア
ジ
ア
人
脈 
⑲

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
も
襲
っ
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
も
例
外
で
は
な
い
。
３
月
下
旬
か
ら
相
次
い
で
感
染
者
が
確
認
さ
れ
、
今
後
、
爆

発
的
な
感
染
拡
大
に
つ
な
が
ら
な
い
か
懸
念
が
強
ま
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
奔
走
し
た
の
が
、
元
下
院
議
員
で
人
道
問
題
に
精
通
し

た
マ
ー
ク
・
グ
リ
ー
ン
米
国
際
開
発
庁
（
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
）
だ
。
米
国
の
「
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
」
を
世
界
に
広
め
、
超
党
派
の
信
頼
を
得
た
。
４
月
に
退
任
す
る

予
定
で
、
惜
し
む
声
が
広
が
る
。

が
広
が
っ
て
い
る
国
や
地
域
を
訪
問
し
た
人

の
入
国
を
禁
止
し
て
い
た
が
、
規
制
を
大
幅

に
強
め
た
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ

の
対
応
に
つ
い
て
は
「
楽
観
的
だ
っ
た
」
と

の
批
判
も
あ
る
。
「
震
源
地
」
と
な
り
、
８

万
人
以
上
が
感
染
し
た
中
国
と
国
境
を
接

し
、
３
月
中
旬
の
時
点
で
隣
国
の
タ
イ
や
イ

ン
ド
で
は
１
０
０
人
を
超
え
る
感
染
者
が
確

認
さ
れ
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
も
感
染
者
が

出
て
い
た
。
国
境
を
接
し
た
国
々
に
こ
れ
だ

け
の
感
染
者
を
出
し
な
が
ら
、
頻
繁
な
人
の

行
き
来
が
あ
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
だ
け
が
「
例

外
」
な
こ
と
に
懸
念
が
高
ま
っ
て
い
た
。

ア
ウ
ン
サ
ン
ス
ー
チ
ー
国
家
顧
問
兼
外
相

は
「
確
定
例
は
一
つ
も
な
い
」
と
強
調
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
に
奔
走
し
た
マ
ー
ク
・
グ
リ
ー
ン
米
国
際
開
発
庁
長
官

超
党
派
の
信
頼
得
た
人
道
支
援
家

　
お
い
か
わ
・
ま
さ
や
　

１
９
８
８
年
毎
日
新
聞
社
に
入
社
。
水
戸

支
局
を
経
て
、
92
年
政
治
部
。
激
動
の
日
本
政
界
を
20
年
余
り
追
い
続

け
た
。
２
０
０
５
年
か
ら
ワ
シ
ン
ト
ン
特
派
員
と
し
て
米
政
界
や
外
交

を
取
材
。
13
年
北
米
総
局
長
。
16
年
４
月
か
ら
論
説
委
員

及
川
正
也
・
毎
日
新
聞
論
説
委
員

■
ミ
ャ
ン
マ
ー
襲
う
感
染
症
危
機

ミ
ャ
ン
マ
ー
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

最
初
の
感
染
者
を
発
表
し
た
の
は
、
３
月
23

日
だ
っ
た
。
保
健
・
ス
ポ
ー
ツ
省
の
発
表
に

よ
る
と
、
20
～
30
歳
代
の
男
性
で
、
一
人
は

３
月
22
日
に
英
国
か
ら
、
も
う
一
人
は
３
月

13
日
に
米
国
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
帰
国
し
た
と
い

う
。
そ
の
後
に
発
熱
の
症
状
が
出
る
な
ど
し

て
感
染
が
判
明
し
、
２
人
と
も
病
院
に
入
院

し
た
。
そ
の
後
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
米
英

か
ら
の
帰
国
者
が
感
染
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
、
増
え
続
け
て
い
る
。

感
染
者
判
明
を
受
け
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府

は
、
国
内
で
は
感
染
者
の
居
住
地
区
の
一
時

閉
鎖
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
外
国

か
ら
の
入
国
も
厳
し
い
対
応
を
と
っ
て
い

る
。
３
月
25
日
か
ら
空
路
で
の
入
国
の
際
、

非
感
染
証
明
書
提
出
な
ど
の
規
制
を
開
始

し
、
同
29
日
に
は
す
べ
て
の
外
国
人
へ
の
ビ

ザ
（
査
証
）
発
給
を
停
止
す
る
と
発
表
し

た
。
そ
れ
ま
で
も
、
中
国
や
韓
国
な
ど
感
染

ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
も
国
民
の
「
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
と
食
事
」
が
感
染
を
阻
止
し
て
い
る
と

い
う
科
学
的
根
拠
の
な
い
説
明
を
し
て
い
た

こ
と
も
、
不
安
を
募
ら
せ
た
。
国
境
を
ミ
ャ

ン
マ
ー
は
東
南
ア
ジ
ア
の
最
貧
国
の
一
つ

で
、
感
染
症
に
弱
く
、
医
療
体
制
も
十
分
で

は
な
い
か
ら
だ
。
む
し
ろ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
呼
吸
器
疾
患
の
影
響
を
軽
視

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
念
も
生
じ

て
い
た
。

確
認
さ
れ
た
感
染
者
は
、
３
月
28
日
時
点

で
8
人
に
と
ど
ま
る
が
、
タ
イ
な
ど
に
出
稼

ぎ
に
行
っ
て
い
た
労
働
者
が
大
勢
帰
国
し
て

お
り
、
感
染
拡
大
の
リ
ス
ク
が
増
大
し
て
い

る
と
い
う
見
方
が
あ
る
。
感
染
は
東
南
ア
ジ

ア
諸
国
連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
10
カ
国
全
体
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に
広
が
っ
て
お
り
、
す
で
に
潜
在
的
な
感
染

者
が
大
量
に
国
内
に
流
入
し
て
い
る
お
そ
れ

が
あ
る
か
ら
だ
。
も
し
、
感
染
が
大
規
模
に

拡
大
す
れ
ば
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
現
在
の
医
療

体
制
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
医
療
投
資
は
、
東
南
ア
ジ

ア
で
一
人
当
た
り
の
支
出
が
最
低
レ
ベ
ル

で
、
ほ
と
ん
ど
の
州
で
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ

Ｈ
Ｏ
）
が
推
奨
す
る
１
０
０
０
人
あ
た
り
1

人
と
い
う
医
師
の
最
低
数
を
下
回
っ
て
い

る
。
現
地
か
ら
の
報
道
で
は
、
ウ
イ
ル
ス
検

査
を
施
設
が
一
つ
し
か
な
く
、
検
査
キ
ッ
ト

も
少
な
い
。
緊
急
の
検
査
施
設
を
設
置
し
始

め
た
が
、
ま
だ
３
０
０
人
強
し
か
検
査
で
き

て
い
な
い
と
い
う
。

と
り
わ
け
、
懸
念
さ
れ
る
の
が
、
イ
ス
ラ

ム
教
徒
ロ
ヒ
ン
ギ
ャ
な
ど
の
少
数
派
の
居
住

・
避
難
地
域
だ
。
多
く
が
隣
国
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
に
逃
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
感
染
が
確

認
さ
れ
れ
ば
国
内
外
問
わ
ず
燎
原
の
火
の
ご

と
く
広
が
る
危
険
性
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
２
０
１
５
年
の
総

選
挙
で
勝
利
し
た
ス
ー
チ
ー
氏
率
い
る
国
民

民
主
連
盟
（
Ｎ
Ｌ
Ｄ
）
が
医
療
シ
ス
テ
ム
整

備
を
公
約
に
し
た
が
、
施
策
は
進
ん
で
い
な

い
。
国
民
に
は
不
安
が
募
る
ば
か
り
だ
。

■
米
国
の
人
道
支
援
を
け
ん
引

こ
う
し
た
状
況
で
、
精
力
的
な
支
援
を
開

始
し
た
の
が
、
米
国
の
非
軍
事
の
海
外
援
助

機
関
で
あ
る
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
だ
。
３
月
27
日
に

は
世
界
の
途
上
国
向
け
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
対
す
る
緊
急
人
道
・
医
療
援
助
と
し

て
約
２
億
７
４
０
０
万
ド
ル
（
約
２
９
３
億

円
）
の
拠
出
を
発
表
し
た
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

（
世
界
的
な
流
行
）
へ
の
対
応
に
困
難
な
64

カ
国
が
対
象
と
な
り
、
国
連
難
民
機
関
（
Ｕ

Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）
を
通
じ
て
人
道
的
危
機
に
直
面

す
る
難
民
地
域
に
も
支
援
す
る
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
も
対
象
で
、
米
国
務
省
と
Ｕ

Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
の
発
表
で
は
、
約
３
８
０
万
ド
ル

が
医
療
支
援
、
水
と
衛
生
の
供
給
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
管
理
や
監
視
な
ど
に
支
出

さ
れ
る
。
米
国
政
府
は
こ
の
20
年
間
で
、
ミ

ャ
ン
マ
ー
に
対
し
て
1
億
７
６
０
０
万
ド
ル

以
上
の
医
療
支
援
と
、
13
億
ド
ル
以
上
の
米

国
を
中
心
と
す
る
長
期
的
な
投
資
を
実
施
し

て
い
る
。
今
回
の
支
援
は
、
マ
ス
ク
な
ど
検

査
や
治
療
に
必
要
な
医
療
機
器
や
疫
学
的
な

助
言
や
技
術
サ
ポ
ー
ト
が
中
心
と
な
る
。

そ
の
支
援
の
旗
振
り
役
と
な
っ
た
の
が
、

マ
ー
ク
・
グ
リ
ー
ン
長
官
（
59
）
＝
写
真
左

上
＝
だ
。
グ
リ
ー
ン
氏
は
支
援
に
関
連
し

て
、
「
世
界
中
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
破
壊

的
な
呼
吸
疾
患
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
制
御
に

取
り
組
ん
で
い
る
」
と
指
摘
し
た
う
え
で
、

「
こ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
、
人
間
の
健
康
に

重
大
な
影
響
を
与
え
る
脅
威
と
な
っ
て
お

り
、
こ
れ
に
対
応
す
る
こ
と
は
米
国
の
国
益

に
資
す
る
も
の
だ
」
と
述
べ
、
国
連
機
関
を

通
じ
て
で
き
る
限
り
の
支
援
を
総
動
員
す
る

方
針
を
表
明
し
た
。

グ
リ
ー
ン
氏
は
２
０
１
７
年
８
月
に
Ｕ
Ｓ

Ａ
Ｉ
Ｄ
長
官
に
就
任
し
た
。
１
９
９
９
年
か

ら
４
期
に
わ
た
っ
て
下
院
議
員
（
共
和
党
、

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
選
出
）
を
務
め
た
後
、

２
０
０
７
年
に
ブ
ッ
シ
ュ
子
大
統
領
に
よ
っ

て
駐
タ
ン
ザ
ニ
ア
大
使
に
指
名
さ
れ
、
オ
バ

マ
政
権
が
発
足
し
た
２
０
０
９
年
１
月
ま
で

務
め
た
。
帰
国
後
は
世
界
で
民
主
主
義
と
人

類
の
自
由
を
推
進
す
る
独
立
系
の
非
営
利
組

織
の
会
長
を
務
め
、
後
に
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
長
官

に
転
身
し
て
い
た
。

　
グ
リ
ー
ン
氏
は
ア
フ
リ
カ
を
中
心
と
す
る

開
発
途
上
国
の
支
援
に
長
く
取
り
組
ん
で
き

た
。
投
資
を
通
じ
た
ビ
ジ
ネ
ス
の
成
長
で
貧

困
を
削
減
す
る
た
め
、
企
業
の
リ
ー
ダ
ー
を

取
り
込
ん
だ
非
営
利
組
織
を
運
営
し
、
４
０

０
の
非
政
府
組
織
や
有
識
者
、
企
業
な
ど
が

参
加
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
の

上
級
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
も
務
め
た
。
下
院
議
員

当
時
は
歴
史
的
な
エ
イ
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策

定
を
支
援
し
、
共
和
党
の
下
院
幹
事
長
補
佐

と
し
て
采
配
を
振
る
っ
た
。

グ
リ
ー
ン
氏
は
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
ロ

ー
ス
ク
ー
ル
で
法
学
士
号
を
取
得
し
、
ウ
ィ

ス
コ
ン
シ
ン
大
学
オ
ー
ク
レ
ア
校
で
学
士
号

を
取
得
。

２
０
１
２
年
に
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ

ン
大
学
看
護
看
護
学
部
か
ら
名
誉
科
学
博
士

号
を
授
与
さ
れ
た
。
タ
ン
ザ
ニ
ア
米
大
使
当

時
に
は
米
国
最
大
規
模
の
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
主
導
し
、
そ
の
功
績
か
ら
２
０
１
４
年
に

タ
ン
ザ
ニ
ア
の
キ
ク
ウ
ェ
テ
大
統
領
か
ら
特

別
感
謝
状
を
贈
ら
れ
て
い
る
。

グ
リ
ー
ン
氏
が
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
長
官
と
し
て

と
り
わ
け
重
視
し
た
の
が
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
問

題
だ
。
２
０
１
８
年
５
月
に
は
ミ
ャ
ン
マ
ー

を
訪
問
し
、
ロ
ヒ
ン
ギ
ャ
問
題
が
深
刻
化
し

て
い
る
ラ
カ
イ
ン
州
を
視
察
し
た
。
Ｕ
Ｓ
Ａ

Ｉ
Ｄ
に
よ
る
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
代
表

ら
と
も
会
談
し
、
困
窮
す
る
生
活
や
不
十
分
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な
教
育
、
食
糧
と
医
療
の
不
足
な
ど
の
実
情

を
聞
き
、
民
主
主
義
と
人
権
保
護
な
ど
国
際

的
な
原
則
や
信
条
が
損
わ
れ
て
い
る
実
態
に

も
触
れ
た
と
い
う
。

訪
問
を
踏
ま
え
、
米
政
府
と
し
て
、
地
域

社
会
の
生
活
改
善
に
向
け
た
人
道
支
援
の
強

化
に
加
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
間
の
信
頼
関

係
の
構
築
や
、
人
道
的
ア
ク
セ
ス
と
メ
デ
ィ

ア
ア
ク
セ
ス
の
重
要
性
も
確
認
し
、
政
策
の

立
案
に
反
映
す
る
方
針
を
決
め
た
。
昨
年
11

月
に
は
、
カ
チ
ン
州
を
含
む
北
部
地
域
で
、

農
業
支
援
を
通
じ
た
包
括
的
な
経
済
成
長
を

支
援
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
が

同
州
で
農
業
支
援
を
実
施
す
る
の
は
初
め
て

で
、
グ
リ
ー
ン
氏
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
よ

る
。ミ

ャ
ン
マ
ー
を
重
視
し
つ
つ
も
全
体
に
目

配
せ
す
る
グ
リ
ー
ン
氏
を
支
え
た
の
が
、
Ｕ

Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
で
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
専
門
と
す
る
テ

レ
サ
・
マ
ッ
ギ
ー
担
当
官
（
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）
＝
写
真
下
＝
だ
。
２
０
１

６
年
に
就
任
し
た
マ
ッ
ギ
ー
氏
は
ミ
ャ
ン
マ

ー
に
関
す
る
重
要
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
監
督
す

る
立
場
に
あ
る
。
民
主
主
義
移
行
を
推
進

し
、
経
済
的
機
会
を
拡
大
し
、
脆
弱
な
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
健
全
性
と
回
復
力
を
向
上
さ

せ
、
国
の
和
解
を
促
進
し
、
国
際
協
力
を
促

進
す
る
任
務
と
い
う
。

マ
ッ
ギ
ー
氏
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
で
今
年
３
月
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
訪
問

し
、
同
６
日
に
ネ
ピ
ド
ー
で
開
催
さ
れ
た
会

議
で
、
医
療
機
器
な
ど
を
引
き
渡
し
た
。
マ

ッ
ギ
ー
氏
は
「
医
療
機
器
は
、
米
国
と
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
人
々
に
友
情
の
精
神
を
与
え
る
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
医
療
従
事
者
と
リ
ス
ク
の
あ

る
人
々
を
支
援
で
き
る
こ
と
を
誇
り
に
思

う
」
と
語
っ
た
。
マ
ッ
ギ
ー
氏
は
南
ス
ー
ダ

ン
、
ア
ン
ゴ
ラ
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
な
ど
を
担

当
し
、
人
道
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
専
門
に
手
掛
け

て
き
た
。

■
辞
任
め
ぐ
り
臆
測
飛
び
交
う

こ
う
し
た
中
、
ワ
シ
ン
ト
ン
で
話
題
に
な

っ
て
い
る
の
が
グ
リ
ー
ン
氏
の
退
任
問
題

だ
。
新
型
コ
ロ
ナ
問
題
の
渦
中
の
３
月
16

日
、
グ
リ
ー
ン
氏
は
声
明
を
発
表
し
、
４
月

に
民
間
部
門
に
転
出
す
る
と
発
表
し
た
。
Ｕ

Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
に
よ
る
と
、
以
前
か
ら
の
計
画
と

い
う
が
、
「
嫌
気
が
さ
し
た
の
か
」
と
の
憶

測
も
あ
る
。
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
は
２
０
１

７
年
の
就
任
後
、
海
外
支
援
予
算
の
削
除
を

繰
り
返
し
表
明
し
、
国
務
省
や
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ

の
現
場
と
対
立
し
て
き
た
経
緯
が
あ
る
か
ら

だ
。

　
グ
リ
ー
ン
氏
は
辞
任
に
あ
た
り
、
「
海
外

支
援
の
目
的
は
、
そ
の
必
要
性
を
い
ず
れ
終

わ
ら
せ
る
こ
と
だ
。
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
の
仕
事

は
、
国
家
安
全
保
障
や
経
済
成
長
の
た
め
に

投
資
に
対
す
る
見
返
り
を
米
国
民
に
提
供
す

る
も
の
で
、
こ
の
寛
大
さ
は
わ
れ
わ
れ
が
Ｄ

Ｎ
Ａ
と
し
て
持
っ
て
い
る
も
の
だ
」
と
述
べ

た
。
ポ
ン
ペ
オ
国
務
長
官
も
「
グ
リ
ー
ン
氏

は
、
世
界
中
の
自
然
災
害
や
公
衆
衛
生
上
の

緊
急
事
態
に
対
応
す
る
こ
と
で
、
ア
メ
リ
カ

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
心
を
示
し
て
き
た
」

と
称
賛
し
た
。

　
野
党
・
民
主
党
内
に
は
「
ト
ラ
ン
プ
政
権

は
海
外
開
発
や
人
道
支
援
を
『
慈
善
事
業
』

と
誤
っ
て
み
な
し
て
い
る
」
（
メ
ネ
ン
デ
ス

上
院
外
交
委
員
会
筆
頭
理
事
）
と
い
う
批
判

が
あ
る
。
グ
リ
ー
ン
氏
は
共
和
党
だ
が
、
民

主
党
か
ら
の
評
価
も
高
い
。
民
主
党
の
オ
バ

マ
前
大
統
領
は
２
０
１
０
年
、
米
議
会
が
設

置
し
た
海
外
人
道
支
援
の
独
立
系
機
関
「
ミ

レ
ニ
ア
ム
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ

ョ
ン
」
理
事
会
メ
ン
バ
ー
に
グ
リ
ー
ン
氏
を

指
名
し
て
い
る
。

今
回
の
辞
任
に
つ
い
て
、
メ
ネ
ン
デ
ス
上

院
議
員
は
声
明
を
発
表
し
、
グ
リ
ー
ン
氏
の

功
績
を
た
た
え
た
う
え
で
、
「
予
算
削
減
し

よ
う
と
し
た
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
直
面
し
な
が

ら
、
国
家
安
全
保
障
を
前
進
さ
せ
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
資
金
を
支
持
す
る
グ
リ
ー
ン
氏
の
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
心
か
ら
感
謝
す
る
。
彼
は

実
直
か
つ
透
明
性
を
も
っ
て
活
動
し
、
遺
産

を
つ
く
っ
た
」
と
述
べ
、
グ
リ
ー
ン
氏
を
擁

護
し
た
。

グ
リ
ー
ン
氏
が
辞
任
声
明
で
、
任
期
中
に

対
応
し
た
数
多
く
の
自
然
災
害
や
感
染
症
を

振
り
返
っ
て
具
体
的
に
言
及
し
た
の
が
、
ロ

ヒ
ン
ギ
ャ
対
策
だ
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
感

染
拡
大
で
、
脆
弱
な
ミ
ャ
ン
マ
ー
経
済
は
甚

大
な
影
響
を
受
け
る
だ
ろ
う
。
工
場
の
閉
鎖

は
す
で
に
雇
用
の
喪
失
に
つ
な
が
り
、
民
間

の
雇
用
主
も
労
働
者
も
懸
念
を
抱
え
て
い

る
。
貧
困
は
さ
ら
に
深
刻
に
な
り
、
衛
生
状

態
が
悪
く
、
栄
養
失
調
に
苦
し
む
難
民
キ
ャ

ン
プ
で
ひ
と
た
び
感
染
が
発
生
す
れ
ば
、
急

激
な
拡
大
は
ま
ぬ
が
れ
な
い
。
学
校
や
大
学

の
閉
鎖
は
教
育
の
遅
れ
に
拍
車
が
か
か
る
。

こ
う
し
た
事
態
を
少
し
で
も
緩
和
す
る
国
際

社
会
の
協
力
が
欠
か
せ
な
い
。
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シ
リ
ー
ズ
　
米
国
の
ア
ジ
ア
人
脈
⑥

シ
リ
ー
ズ
　
駐
日
大
使
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
②
　
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国

インタビューに答えるホセ・カスティーリョ・ラウレル５世・

フィリピン共和国大使＝東京都港区のフィリピン大使館で西尾撮影

構
造
改
革
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
効
率
化

強
靱
さ
増
す
フ
ィ
リ
ピ
ン
経
済

―
―
フ
ィ
リ
ピ
ン
経
済
の
現
況
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
は
ア
ジ
ア
で
も
最
も
高
い
経

済
成
長
率
を
実
現
し
て
き
た
国
の
一
つ
で

す
。
構
造
改
革
と
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
進
展

が
、
国
に
信
頼
と
成
長
を
も
た
ら
し
て
い
ま

す
。

　
ご
承
知
の
通
り
、
コ
メ
関
税
法
、
税
制
改

革
、
国
民
Ｉ
Ｄ
法
、
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
改
善
法

新
興
国
の
駐
日
大
使
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
シ
リ
ー
ズ
第
２
回
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和

国
。
２
０
１
０
年
代
に
入
っ
て
人
口
１
億
人
を
突
破
し
た
同
国
は
、
前
世
紀
の
伸
び
悩
み

を
取
り
戻
す
か
の
よ
う
に
急
成
長
を
続
け
、
東
南
ア
ジ
ア
で
も
成
長
率
は
１
、
２
を
争
う

勢
い
だ
。

年
に
就
任
し
た
ド
テ
ィ
ル
テ
大
統
領
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
元
、
治

安
は
大
幅
に
改
善
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
整
備
も
進
ん
で
い
る
。
ホ
セ
・
カ
ス
テ
ィ
ー

リ
ョ
・
ラ
ウ
レ
ル
５
世
大
使
に
聞
い
た
。
【
毎
日
ア
ジ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
所
・
西
尾
英
之
】

ホ
セ
・
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ョ
・
ラ
ウ
レ
ル
５
世
・
駐
日
大
使

Republic of the
Philippines

な
ど
の
重
要
な
法
案
が
可
決
さ
れ
、
構
造
改

革
の
進
展
は
堅
調
で
す
。
政
府
が
推
し
進
め

る
イ
ン
フ
ラ
整
備
計
画
「
ビ
ル
ド
・
ビ
ル

ド
・
ビ
ル
ド
」
（B

u
i
l
d
-
B
u
i
l
d
-
B
u
i
l
d

＝

Ｂ
Ｂ
Ｂ)

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
さ
ら
に
加
速
し
、

昨
年
段
階
で
７５
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
中

で
す
。
政
府
は
、
２
０
２
２
年
ま
で
に
Ｇ
Ｄ

Ｐ
の
７
・
３
％
を
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
具
体
的

に
は
空
港
、
道
路
輸
送
、
鉄
道
、
治
水
、
橋

梁
建
設
、
再
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
海
洋
保
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「
お
役
所
仕
事
排
除
局
」
効
率
化
を
徹
底

「構造改革とインフラ整備の進展が国に信頼と成長

をもたらしている」と語るホセ・カスティーリョ・

ラウレル５世大使＝西尾撮影

安
、
水
資
源
開
発
に
投
資
す
る
目
標
を
掲

げ
、
こ
の
国
家
的
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
事
業
は

新
た
に
１
７
０
万
人
の
雇
用
を
生
み
出
し
ま

す
。
慎
重
な
マ
ク
ロ
経
済
運
営
と
強
力
な
構

造
改
革
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
経
済
の
回
復
力
を
高

め
、
成
長
を
促
進
し
、
貧
困
の
削
減
に
貢
献

し
て
い
る
の
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
「COVID-

19
」
の

感
染
拡
大
が
世
界
経
済
、
特
に
貿
易
と
観
光

に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
間
違
い
な
く
、

我
が
国
も
こ
の
影
響
か
ら
免
れ
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
我
々
は
当
初
、
20
年
の
経
済
成

長
率
を
６
・
５
％
～
７
・
５
％
と
予
測
し
ま

し
た
が
、
感
染
拡
大
の
影
響
で
成
長
率
は

1
％
か
ら
マ
イ
ナ
ス
に
落
ち
込
む
こ
と
が
見

込
ま
れ
ま
す
。

政
府
は
現
在
、
感
染
拡
大
を
抑
え
国
民
の

健
康
と
福
祉
を
守
る
た
め
の
緩
和
策
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
私
た
ち
の
取
り
組
み
は
す

べ
て
の
国
民
の
保
護
だ
け
で
な
く
、
危
機
か

ら
の
立
ち
直
り
と
回
復
を
確
実
に
す
る
こ
と

も
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

―
―
外
国
企
業
に
と
っ
て
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

魅
力
は
何
で
す
か
？

世
界
銀
行
の
「E

a
s
e
 
o
f
 
D
o
i
n
g 

Business

」(

ビ
ジ
ネ
ス
の
し
や
す
さ)

ラ
ン

キ
ン
グ
で
我
が
国
は
、
昨
年
の
１
２
４
位
か

ら
今
年
は
９５
位
に
と
な
り
、
一
気
に
２９
位
も

上
昇
し
ま
し
た
。
政
府
は
、
よ
り
ビ
ジ
ネ
ス

が
容
易
な
環
境
を
つ
く
る
た
め
の
施
策
を
、

規
模
を
拡
大
し
な
が
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

国
際
的
な
研
究
機
関
の
見
方
を
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
ス
イ
ス
に
拠
点
を
置
く
「
国

際
経
営
研
究
所
」
（
Ｉ
Ｍ
Ｄ
）
は
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
強
み
に
つ
い
て
「
経
済
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
の
よ
さ
」
「
効
率
的
な
政
府
」
「
効
率

的
な
ビ
ジ
ネ
ス
」
「
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
推

進
」
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
「
経
済
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
」
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
の
成
長
率

は
１８
年
以
降
６
％
を
下
回
ら
ず
、
東
南
ア
ジ

ア
で
は
最
も
よ
い
成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。

国
際
的
な
格
付
け
で
は
Ｓ
＆
Ｐ
が
「
Ｂ
Ｂ
Ｂ

＋
・
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
」
、
日
本
の
格
付
け
機
関

は
「
Ｂ
Ｂ
Ｂ
＋
・
安
定
的
」
で
す
。
２２
年
ま

で
に
、
堅
調
な
経
済
成
長
、
健
全
な
財
政
、

健
全
な
対
外
的
地
位
を
意
味
す
る
Ａ
ラ
ン
ク

を
得
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
政
府
の
効
率
性
に
つ
い
て
は
、
１８
年
に
可

決
さ
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
改
善
法
に
基
づ

き
、
大
統
領
府
直
結
の
「A

n
t
i
-
R
e
d
 
T
a
p
e 

A
u
t
h
o
r
i
t
y

」
（
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ａ
、
お
役
所
仕
事

排
除
局
）
が
「
３
日
、
７
日
、
２０
日
」
ル
ー

ル
の
徹
底
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
単
純
な

行
政
手
続
き
は
３
日
以
内
、
複
雑
な
手
続
き

は
７
日
以
内
、
公
安
や
公
衆
衛
生
、
公
共
政

策
な
ど
に
関
わ
る
手
続
き
は
２０
日
以
内
に
処

理
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ド
ゥ
テ
ル

テ
大
統
領
は
、
政
府
機
関
で
の
長
い
行
列
を

解
消
す
る
こ
と
に
情
熱
を
傾
け
て
お
り
、
政

府
の
効
率
化
は
、
ゆ
っ
く
り
で
も
確
実
に
進

展
し
、
大
統
領
の
国
民
へ
の
約
束
は
果
た
さ

れ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
世
界
銀
行
が
数
え
た
と
こ
ろ
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
開
始
す
る
た
め
に
は
現

在
、
１３
の
手
続
き
に
３３
日
が
必
要
で
す
。
私

た
ち
は
ビ
ジ
ネ
ス
の
効
率
化
の
た
め
に
、
処

理
手
続
き
の
単
純
化
と
自
動
化
で
、
で
き
れ

ば
す
べ
て
の
プ
ロ
セ
ス
を
1
日
で
終
わ
ら
せ

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
政
府
を
挙
げ

て
取
り
組
み
、
す
べ
て
の
手
続
き
を
見
直
し

て
冗
長
性
を
取
り
除
き
、
簡
素
化
し
ま
す
。

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て
は
先
に
申
し
上
げ

た
通
り
で
す
。

　
一
方
、
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
「
市
場
規
模
」
「
労
働
市
場
」

「
金
融
機
関
」
「
ビ
ジ
ネ
ス
の
活
力
」
を
魅

力
に
挙
げ
て
い
ま
す
。
国
内
市
場
は
世
界
で



21
毎日アジアビジネスレポート　2020年4月号

4
年
か
ら
6
年
の
法
人
税
免
除
　

充
実
し
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

13
番
目
の
巨
大
な
規
模
を
持
ち
、
過
去
２０
年

の
収
入
増
で
購
買
力
の
あ
る
中
間
層
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
ま
た
労
働
市
場
に
つ
い
て

は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
は
豊
富
な
学
校
を
卒
業

し
た
若
い
労
働
力
が
あ
り
、
彼
ら
は
識
字
能

力
が
高
く
訓
練
が
容
易
で
す
。
我
が
国
の
労

働
者
の
ス
キ
ル
は
、
競
争
力
ラ
ン
キ
ン
グ
で

も
上
位
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
我
が
国
に
は
健
全
な
財
政
お
よ
び
金

融
政
策
、
健
全
な
金
融
シ
ス
テ
ム
、
そ
し
て

緩
や
か
な
イ
ン
フ
レ
が
あ
り
ま
す
。

我
が
国
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
状
況
は
過
去
２０
年

間
、
革
新
的
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
影
響
で
大

き
く
変
化
し
企
業
に
自
己
変
革
を
促
し
て
き

ま
し
た
。
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
競
争
力

ラ
ン
キ
ン
グ
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
起
業
文
化
に

つ
い
て
、
リ
ス
ク
に
立
ち
向
か
う
姿
勢
は
１

４
１
カ
国
中
１７
位
、
イ
ノ
ベ
イ
テ
ィ
ブ
企
業

の
成
長
は
１０
位
、
破
壊
的
ア
イ
デ
ア
へ
の
積

極
性
は
１０
位
と
い
ず
れ
も
高
く
評
価
し
て
い

ま
す
。

女
性
の
社
会
進
出
に
つ
い
て
も
触
れ
た
い

と
思
い
ま
す
。
我
が
国
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋

諸
国
で
２
位
、
世
界
で
も
１６
位
の
高
い
評
価

を
得
て
い
ま
す
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
男
女
格

差
の
７８
％
は
す
で
に
埋
め
ら
れ
て
お
り
、
女

性
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
男
性
を
上
回
り
、

高
い
レ
ベ
ル
で
の
賃
金
の
男
女
平
等
を
達
成

し
て
い
ま
す
。

女
性
の
活
躍
は
企
業
に
と
っ
て
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
で
す
。
世
界
銀
行
に
よ
る
と
、
女
性

リ
ー
ダ
ー
が
３０
％
を
超
え
る
企
業
は
、
そ
れ

以
下
の
企
業
よ
り
も
６
ポ
イ
ン
ト
も
高
い
純

利
益
率
を
達
成
し
て
い
る
の
で
す
。

―
―
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
外
国
投
資
促
進
の
た
め

の
様
々
な
優
遇
（
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
）
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
日
本
企

業
に
よ
る
利
用
が
多
い
の
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
経

済
区
庁
（
Ｐ
Ｅ
Ｚ
Ａ
）
に
よ
る
優
遇
措
置
で

す
。
Ｐ
Ｅ
Ｚ
Ａ
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ｐ
Ｅ
Ｚ
Ａ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
の
は
、
Ｐ
Ｅ
Ｚ
Ａ
が
認
定
す

る
各
地
の
工
業
団
地
や
Ｉ
Ｔ
パ
ー
ク
（
Ｉ
Ｔ

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
）
に
入
居
す
る
、
メ
ー
カ
ー

や
サ
ー
ビ
ス
輸
出
企
業
で
す
。
サ
ー
ビ
ス
輸

出
業
者
と
は
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

や
会
計
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
設
計
、
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
開
発
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
制
作
、

ゲ
ー
ム
開
発
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
外
国
の
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
に
提
供
す
る
企
業
の
こ
と
で

す
。Ｐ

Ｅ
Ｚ
Ａ
の
優
遇
措
置
は
、
４
年
か
ら
６

年
の
法
人
税
の
１
０
０
％
免
除
▽
法
人
所
得

税
免
除
終
了
後
は
総
所
得
の
５
％
の
み
課
税

の
特
別
税
▽
原
材
料
や
設
備
、
製
造
機
械
、

ス
ペ
ア
パ
ー
ツ
の
輸
入
免
税
▽
埠
頭
税
、
輸

出
税
、
賦
課
金
等
の
免
除
▽
内
国
歳
入
庁

（
Ｂ
Ｉ
Ｒ
）
及
び
Ｐ
Ｅ
Ｚ
Ａ

の
要
件
を
満

た
せ
ば
、
国
内
調
達
に
お
け
る
付
加
価
値
税

（
Ｖ
Ａ
Ｔ
）
率
ゼ
ロ
▽
地
方
政
府
の
賦
課

金
、
料
金
、
免
許
及
び
課
税
免
除
▽
拡
大

源
泉
徴
収
税
（E

x
p
a
n
d
e
d
 
W
i
t
h
h
o
l
d
i
n
g 

T
a
x

）
の
免
除
―
―
で
す
。
申
請
時
に
Ｐ
Ｅ

Ｚ
Ａ
は
会
社
の
事
業
計
画
を
評
価
し
、
適
切

な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
付
与
し
ま
す
。

―
―
政
府
は
特
に
ど
の
産
業
分
野
か
ら
の
投

資
を
歓
迎
し
て
い
ま
す
か
？

政
府
は
、
大
統
領
の
国
家
開
発
に
関
す

る
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
「A

m
B
i
s
y
o
n
 
N
a
t
i
n 

2040

」
と
、
中
期
計
画
で
あ
る
「
フ
ィ
リ
ピ

ン
開
発
計
画
２
０
１
７
―
２
０
２
２
」
に

若い労働力が活躍するフィリピンの生産

現場＝フィリピン大使館提供
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沿
っ
て
優
先
投
資
分
野
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

①
農
産
物
加
工
を
含
む
製
造
業
②
農
業
、
漁

業
、
林
業
③
集
積
回
路
設
計
、
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
業
界
な
ど
の
戦
略
的
サ
ー
ビ
ス
④
薬

物
リ
ハ
ビ
リ
を
含
む
ヘ
ル
ス
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

⑤
集
合
住
宅
⑥
地
方
政
府
、
官
民
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
案
件
を
含
む
イ
ン
フ
ラ
及
び
物

流
⑦
（
革
新
的
な
変
革
を
も
た
ら
す
）
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ド
ラ
イ
バ
ー
⑧
（
貧
困
解
消

な
ど
社
会
問
題
解
決
に
つ
な
が
る
持
続
可
能

な
）
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
モ
デ

ル
⑨
環
境
、
気
候
変
動
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

⑩
エ
ネ
ル
ギ
ー
―
―
で
す
。

―
―
日
本
企
業
に
と
っ
て
治
安
状
況
は
進
出

を
左
右
す
る
重
要
な
問
題
で
す
。
政
府
は
治

安
維
持
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

か
？平

和
、
安
全
で
秩
序
あ
る
社
会
の
存
在

は
、
社
会
に
幅
広
く
利
益
を
も
た
ら
す
包
括

的
な
成
長
や
、
競
争
力
あ
る
経
済
を
構
築
す

る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
基
盤
的
要
素
で

す
。
国
の
あ
ら
ゆ
る
戦
略
を
後
押
し
す
る
た

め
、
社
会
の
安
定
や
治
安
の
改
善
は
、
２
０

１
７
年
か
ら
２２
年
の
政
府
中
期
計
画
「
フ
ィ

リ
ピ
ン
開
発
計
画
」
の
基
本
戦
略
に
盛
り
込

ま
れ
、
政
府
は
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
犯
罪
と

違
法
薬
物
を
大
幅
に
減
少
さ
せ
て
き
ま
し

た
。犯

罪
、
人
身
売
買
、
テ
ロ
に
対
し
て
、
軍

の
支
援
を
含
む
す
べ
て
の
法
の
執
行
活
動
を

強
化
し
ま
し
た
。
犯
罪
、
違
法
薬
物
、
汚
職

と
戦
う
た
め
の
全
体
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開

始
し
ま
し
た
。
内
部
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
脅

威
と
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
な
ど
の
新
た

な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
脅
威
に
対
処
す
る
た
め

の
法
執
行
機
関
の
機
能
を
強
化
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
暴
力
的
な
過
激
主
義
に
対
抗
す
る
た

め
に
国
際
協
力
を
深
め
、
人
身
売
買
と
の
戦

い
も
強
化
し
て
き
ま
し
た
。

　
治
安
の
確
保
の
た
め
に
、
警
察
の
「
見
え

る
化
」
や
事
件
通
報
の
た
め
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
整
備
、
人
道
支
援
と
災
害
対
応
の
能
力
強

化
、
さ
ら
に
す
べ
て
の
法
執
行
機
関
と
軍
の

行
動
の
、
国
際
、
国
内
双
方
の
人
権
基
準
へ

の
合
致
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

―
―
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
世
界
で
も
有
数
の
労
働

力
輸
出
国
で
す
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
に
日
本
で

の
労
働
は
ど
う
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
で
し
ょ

う
か
？
　
ま
た
、
日
本
で
働
い
て
も
ら
う
た

め
に
日
本
社
会
が
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

最
初
に
明
確
に
し
た
い
の
は
、
労
働
力
輸

出
促
進
は
決
し
て
我
が
国
の
政
策
上
の
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
政
府
の
政
策
と
取
り
組

み
は
、
外
国
人
労
働
者
保
護
が
徹
底
し
て
い

な
い
国
へ
の
送
り
出
し
の
禁
止
や
募
集
手
数

料
の
上
限
の
設
定
な
ど
、
海
外
で
働
く
フ
ィ

リ
ピ
ン
人
労
働
者
の
保
護
で
す
。
さ
ら
に
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
が
よ
り
良
い
労
働
条
件
で
働

け
る
よ
う
、
政
府
間
交
渉
に
特
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
日
本
に
関
し
て
は
、
す
べ
て
の
外
国
人
が

こ
の
国
の
非
常
に
低
い
犯
罪
率
の
恩
恵
を
受

け
て
い
ま
す
。
東
京
や
、
他
の
土
地
を
歩
い

て
い
て
も
不
安
を
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
利
便
性
、
清
潔
さ
、
効
率
性
に
加
え
、

日
本
人
の
親
切
さ
も
、
外
国
人
が
日
本
で
働

く
こ
と
の
動
機
に
な
る
で
し
ょ
う
。

日
本
で
の
仕
事
は
他
国
に
比
べ
過
酷
で
不

快
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
仕

事
の
量
は
予
想
を
上
回
る
こ
と
が
あ
る
よ
う

で
す
。
日
本
で
は
考
え
て
い
る
よ
り
も
長
時

間
労
働
と
な
る
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

日
本
で
働
こ
う
と
す
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
に

と
っ
て
、
最
大
の
問
題
は
言
葉
の
壁
で
す
。

日
本
語
は
最
も
学
習
が
難
し
い
言
語
の
一
つ

だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
外
国
人
労
働
者

が
日
本
語
を
学
ぶ
た
め
に
、
政
府
や
民
間
企

業
が
も
っ
と
支
援
し
て
く
れ
た
な
ら
ば
、
外

国
人
の
職
場
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
へ
の

適
応
が
さ
ら
に
容
易
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

大統領就任後初めて来日し、安倍首相との

会談で日本とのパートナーシップを確認し

たドゥテルテ大統領＝首相官邸で２０１６

年１０月２６日、宮武祐希撮影

日
本
で
の
労
働
は
言
葉
が
壁
に
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ホセ・カスティーリョ・ラウレル５世大使（Jose C. Laurel Ⅴ）

１９４４年９月、ルソン島中部バタンガス県の名門一族に生まれた。祖父は日本軍政下でフィリピン共和国

の第３代大統領となったホセ・ラウレル氏。父親のラウレル３世は１９６６年から７１年まで駐日大使を務

め、５世は父親に続き２代続いての駐日大使として２０１７年着任した。

バタンガス州知事などの公職のほか、日系のYKKフィリピン会長、トヨタバタンガス会長など、多くの企業

の経営に携わった。フィリピンきっての知日派として日本の政財界に広い人脈を持ち、フィリピン・日本友

好協会会長なども務める。

―
―
大
使
は
お
父
様
も
日
本
大
使
を
務
め
、

自
身
も
日
系
企
業
の
社
長
を
務
め
た
経
歴
を

お
持
ち
で
す
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
有
数
の
知
日
派

と
し
て
、
両
国
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
見
て

い
ま
す
か
？

ド
ゥ
テ
ル
テ
大
統
領
は
、
日
本
に
つ
い
て

何
度
も
「
兄
弟
よ
り
も
親
し
い
友
人
」
と

断
言
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
７
年
以
来
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
と
日
本
は
「
戦
略
的
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
の
黄
金
時
代
」
に
入
り
ま
し

た
。
首
脳
レ
ベ
ル
と
、
行
政
、
国
会
、
司
法

を
含
め
た
政
府
の
す
べ
て
の
機
関
の
積
極
的

な
関
与
を
通
じ
て
、
私
た
ち
は
両
国
関
係
を

さ
ら
に
高
め
て
い
き
ま
す
。
付
け
加
え
れ

ば
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
ア
カ
デ
ミ
ー
の
分
野
で
も

多
く
の
生
産
的
な
交
流
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。私

た
ち
の
国
民
的
な
英
雄
で
あ
る
ホ
セ
・

リ
サ
ー
ル
博
士
は
、
１
８
８
８
年
に
欧
州
へ

渡
る
途
中
に
日
本
に
立
ち
寄
り
６
週
間
、
滞

在
し
ま
し
た
。
こ
の
時
彼
が
「
私
は
日
本
に

当
初
の
予
定
よ
り
も
ず
っ
と
長
く
滞
在
し

た
。
こ
の
国
に
私
は
非
常
に
興
味
が
あ
り
、

将
来
、
私
た
ち
は
日
本
と
多
く
を
交
渉
し
、

成
し
遂
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
だ
」
と

の
言
葉
を
残
し
た
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
？

日
本
は
「
兄
弟
よ
り
も
親
し
い
友
人
」

実
際
、
こ
の
言
葉
は
現
在
、
そ
し
て
今
後

の
両
国
関
係
を
言
い
当
て
る
も
の
に
な
り
ま

し
た
。
ド
ゥ
テ
ル
テ
大
統
領
も
述
べ
て
い
る

よ
う
に
、
私
た
ち
は
民
主
主
義
を
守
り
、
法

の
支
配
を
守
り
、
紛
争
を
平
和
的
に
解
決
す

る
と
い
う
、
共
通
の
決
意
で
結
ば
れ
た
友
人

で
す
。

◆AmBisyon Natin  

２
０
４
０

ド
ゥ
テ
ル
テ
大
統
領
が
２
０
１
５
年
に
制

定
し
た
、
２
０
４
０
年
ま
で
の
長
期
社
会
、

経
済
開
発
ア
ジ
ェ
ン
ダ
。
タ
ガ
ロ
グ
語
で

「
２
０
４
０
年
へ
向
け
た
我
ら
の
ビ
ジ
ョ

ン
」
と
い
っ
た
意
味
。
４０
年
ま
で
の
貧
困
層

の
根
絶
や
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
１
万
２
０
０

０
ド
ル
達
成
な
ど
を
掲
げ
る
。

◆
ホ
セ
・
リ
サ
ー
ル
博
士

１９
世
紀
末
、
ス
ペ
イ
ン
に
よ
る
植
民
地
支

配
に
抵
抗
し
１
８
９
６
年
に
３５
歳
で
処
刑
さ

れ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
国
民
的
英
雄
。
医
師
、

画
家
、
作
家
、
学
者
。
１
８
８
８
年
、
留
学

の
た
め
欧
州
へ
向
か
う
途
中
に
日
本
に
立
ち

寄
り
、
予
定
を
大
幅
に
超
え
て
約
６
週
間
を

過
ご
し
た
。
滞
在
し
て
い
た
ホ
テ
ル
跡
地
に

近
い
東
京
の
日
比
谷
公
園
に
、
記
念
碑
と
胸

像
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。
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シ
リ
ー
ズ
　
米
国
の
ア
ジ
ア
人
脈
⑥

Thailand

：
タ
イ
大
使
館

同
国
産「
手
長
エ
ビ
」の
試
食
会

大
ぶ
り
で
身
が
た
っ
ぷ
り
、
見
た
目
も
豪
華

日
本
の
食
卓
に
売
り
込
み
た
い

タ
イ
か
ら
日
本
に
輸
入
さ
れ
て
い
る
エ
ビ
と
い
え
ば
ク
ル
マ
エ
ビ
科
の
「
ブ
ラ
ッ
ク
タ

イ
ガ
ー
」
や
「
バ
イ
メ
ナ
エ
ビ
」
が
有
名
だ
が
、
東
南
ア
ジ
ア
の
河
川
が
原
産
地
の
「
手

長
エ
ビ
」
も
、
タ
イ
で
は
高
級
食
材
と
し
て
人
気
が
高
い
。
１
尾
３
０
０
～
６
０
０
グ
ラ

ム
と
バ
イ
メ
ナ
エ
ビ
な
ど
に
比
べ
か
な
り
大
き
く
、
プ
リ
プ
リ
し
た
身
が
多
く
詰
ま
っ
て

い
る
。
味
の
濃
い
「
み
そ
」
も
特
徴
だ
。
日
本
で
は
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
の
タ
イ
の
手
長

エ
ビ
を
売
り
込
も
う
と
２
月
末
、
タ
イ
大
使
館
主
催
の
試
食
会
が
東
京
都
内
で
開
か
れ

た
。
【
毎
日
ア
ジ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
所
】

　
こ
の
手
長
エ
ビ
は
、
タ
イ
語
で
「
ク
ン
・

ガ
ム
グ
ラ
ー
ム
」
と
呼
ば
れ
る
大
型
の
手
長

エ
ビ
。
ブ
ラ
ッ
ク
タ
イ
ガ
ー
や
バ
イ
メ
ナ
エ

ビ
に
比
べ
サ
イ
ズ
が
大
き
く
、
見
た
目
が
豪

華
で
「
ご
ち
そ
う
感
」
が
あ
る
。
大
柄
で
プ

リ
プ
リ
し
た
身
が
多
く
詰
ま
っ
て
お
り
、
ま

た
「
み
そ
」
の
分
量
が
多
く
味
が
濃
い
の
が

特
徴
。
タ
イ
で
は
１
尾
を
そ
の
ま
ま
の
姿
で

焼
き
上
げ
る
焼
き
エ
ビ
（
ク
ン
・
パ
オ
）
や

ト
ム
ヤ
ム
ク
ン
の
材
料
と
し
て
人
気
が
あ

る
。 タ

イ
の
高
級
食
材
を
和
洋
中
の
料
理
に

特
に
日
本
人
観
光
客
も
多
い
中
央
部
の
古

都
ア
ユ
タ
ヤ
の
名
物
と
し
て
知
ら
れ
る
。
レ

ス
ト
ラ
ン
で
は
大
き
め
の
焼
き
手
長
エ
ビ
が

１
皿
（
５
～
６
尾
）
１
０
０
０
バ
ー
ツ
（
約

３
３
０
０
円
）
程
度
で
提
供
さ
れ
、
タ
イ
の

物
価
水
準
を
考
え
る
と
か
な
り
の
高
級
食
材

だ
。

　
試
食
会
で
は
、
焼
き
手
長
エ
ビ
や
ト
ム
ヤ

ム
ク
ン
の
ほ
か
、
中
華
風
の
塩
炒
め
、
洋
風

の
チ
ー
ズ
を
の
せ
た
オ
ー
ブ
ン
焼
き
な
ど
、

日
本
の
食
卓
を
意
識
し
た
手
長
エ
ビ
づ
く
し

見
た
目
も
豪
華
な
タ
イ
産
の
「
手
長
エ
ビ
」
を
様
々
に
料
理
し
た
試
食
会
で
、
料
理
を
味
わ
う
シ
ン
ト
ン

・
ラ
ー
ピ
セ
ー
ト
パ
ン
駐
日
大
使
夫
妻
（
手
前
が
大
使
、
中
央
が
夫
人
）
＝
東
京
都
港
区
の
タ
イ
料
理
レ

ス
ト
ラ
ン
「
ア
ジ
ア
ン
・
タ
ワ
ン
汐
留
店
で

見た目も豪華なタイ産の「手長エビ」を様々に料理した試食会で、料理を紹介するタイの

シントン・ラーピセートパン駐日大使（手前）と大使夫人（中央）

＝東京都港区のタイ料理レストラン「アジアン・タワン汐留店」で
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で
あ
り
、
『
世
界
の
台
所
』
と
し
て
日
本
に

も
多
く
の
食
材
を
輸
出
し
て
い
ま
す
。
日
本

の
消
費
者
に
、
こ
れ
ま
で
の
タ
イ
産
の
エ
ビ

と
は
ひ
と
味
違
う
手
長
エ
ビ
を
味
わ
っ
て
ほ

し
い
」
と
語
っ
た
。

タ
イ
産
エ
ビ
の
新
し
い
選
択
肢

希
望
あ
れ
ば
生
産
者
団
体
を
紹
介

の
料
理
が
提
供
さ
れ
た
。
ま
た
「
み
そ
」
の

味
わ
い
を
生
か
し
た
タ
イ
の
炒
め
緬
「
パ
ッ

タ
イ
」
や
焼
き
め
し
「
カ
オ
パ
ッ
ト
」
も
紹

介
さ
れ
た
。

　
出
席
し
た
タ
イ
の
シ
ン
ト
ン
・
ラ
ー
ピ

セ
ー
ト
パ
ン
駐
日
大
使
は
「
タ
イ
は
農
産
国

タ
イ
産
農
水
産
物
の
日
本
へ
の
売
り
込
み

を
担
当
す
る
大
使
館
農
務
担
当
官
事
務
所
の

チ
ョ
ン
テ
ィ
サ
ッ
ク
・
チ
ャ
ー
オ
パ
ー
ク

ナ
ー
ム
公
使
参
事
官
＝
写
真
左
＝
に
よ
る

と
、
手
長
エ
ビ
の
生
産
量
は
年
間
２
万
ト
ン

ほ
ど
。
バ
イ
メ
ナ
エ
ビ
な
ど
に
比
べ
養
殖
に

時
間
が
か
か
る
た
め
生
産
量
は
少
な
い
。
タ

イ
湾
に
面
し
た
沿
岸
部
が
産
地
の
バ
イ
メ
ナ

エ
ビ
と
は
違
い
、
淡
水
性
の
た
め
中
央
部
や

東
北
部
の
内
陸
部
で
養
殖
さ
れ
て
い
る
。
多

く
が
タ
イ
国
内
で
消
費
さ
れ
、
輸
出
に
回
る

の
は
１０
％
程
度
。
現
在
は
中
国
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
、
米
国
な
ど
に
輸
出
さ
れ
て
お
り
、
日

本
に
は
ほ
と
ん
ど
入
っ
て
い
な
い
。

チ
ョ
ン
テ
ィ
サ
ッ
ク
公
使
参
事
官
は
「
タ

イ
人
に
と
っ
て
は
『
ト
ム
ヤ
ム
ク
ン
は
こ
の

エ
ビ
』
と
い
う
ほ
ど
人
気
の
あ
る
エ
ビ
。
バ

イ
メ
ナ
エ
ビ
や
ブ
ラ
ッ
ク
タ
イ
ガ
ー
を
代
替

す
る
の
で
は
な
く
、
新
し
い
選
択
肢
と
し
て

日
本
の
食
卓
に
広
げ
た
い
」
。
現
在
５
５
６

２
業
者
が
養
殖
に
携
わ
り
、
そ
の
４
分
の
１

が
（
国
際
的
な
水
産
養
殖
の
基
準
で
あ
る
）

Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
を
受
け
て
い
る
と
い
う
。
公
使

参
事
官
は
「
関
心
が
あ
れ
ば
農
務
省
水
産
局

が
生
産
者
団
体
を
紹
介
す
る
の
で
、
大
使
館

農
務
担
当
官
事
務
所
に
声
を
か
け
て
ほ
し

い
」
と
、
日
本
の
商
社
や
流
通
小
売
業
者
な

ど
に
呼
び
か
け
て
い
る
。

手（はさみ）の部分が美しい青色で、高級感が漂うタイ産手長エビ

タ
イ
大
使
館
農
務
担
当
官
事
務
所

  agrithai@extra.ocn.ne.jp
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こ
の
数
か
月
で
世
界
の
風
景
が
一
変
し
て
し
ま
っ

た
。
物
流
が
止
ま
り
、
学
校
が
休
校
と
な
り
、
大
規

模
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
さ
れ
、
空
港
や
観
光
地
か
ら
人

の
姿
が
消
え
た
。
世
界
同
時
株
安
で
、
大
恐
慌
の
再

来
に
人
々
は
お
び
え
て
い
る
。
人
・
モ
ノ
・
金
・
情

報
の
国
境
を
越
え
た
移
動
が
加
速
す
る
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
時
代
の
現
代
文
明
が
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で

に
脆
弱
と
は
…
…

危
機
が
現
在
ほ
ど
深
刻
な
も
の
と
認
識
さ
れ
ず
、

中
国
以
外
の
入
国
制
限
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
２

月
８
日
か
ら
17
日
ま
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
イ
ン

ド
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
有
識
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る

た
め
、
三
つ
の
国
を
廻
る
機
会
が
あ
っ
た
。
旅
の
途

上
で
、
日
本
の
対
外
広
報
・
説
明
は
、
平
時
モ
ー
ド

か
ら
、
東
日
本
大
震
災
・
福
島
第
一
原
発
事
故
の
時

並
み
の
非
常
時
モ
ー
ド
に
切
り
替
え
る
必
要
が
あ

る
、
と
直
感
し
た
。

ジ
ャ
カ
ル
タ
、
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
、
マ
ニ
ラ
と
行
く

先
々
の
テ
レ
ビ
画
面
は
、
横
浜
港
の
ク
ル
ー
ズ
客
船

の
姿
を
映
し
出
し
、
船
内
集
団
感
染
の
ニ
ュ
ー
ス
を

繰
り
返
し
報
道
し
て
い
た
。
こ
の
報
道
の
与
え
る
衝

撃
が
大
き
く
、
「
日
本
は
世
界
一
安
全
な
国
」
と
い

う
定
評
は
急
速
に
損
な
わ
れ
て
い
る
、
と
肌
身
で
感

じ
た
の
だ
。

感
染
症
の
世
界
的
大
流
行
や
戦
争
、
大
規
模
災
害

な
ど
社
会
基
盤
が
崩
壊
し
か
ね
な
い
よ
う
な
深
刻
な

危
機
に
お
い
て
、
各
国
政
府
は
対
外
説
明
、
情
報
発

信
を
強
化
し
、
国
益
を
か
け
た
峻
烈
な
外
交
を
く
り

広
げ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
の
耐

久
性
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。
今
回
は
新
型
ウ
イ
ル
ス

危
機
に
関
す
る
ア
ジ
ア
各
国
の
対
応
を
参
照
し
な
が

ら
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
社
会
の
弱
点
と
強
靭
性
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
。

巧
み
な
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
対
外
広
報
・
説
明

上
記
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
三

か
国
に
滞
在
し
日
本
の
国
外
か
ら
観
察
し
た
視
点
か

ら
言
う
と
、
日
本
政
府
の
対
外
広
報
・
説
明
は
、
簡

潔
・
迅
速
・
き
め
細
か
い
情
報
発
信
と
い
う
点
に
お

い
て
改
善
の
余
地
が
あ
る
。

首
相
官
邸
、
厚
生
労
働
省
、
外
務
省
等
関
係
省
庁

の
英
語
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
、
新
型
ウ
イ
ル
ス
関
連
情

報
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
、
誤
解
を
生
ま
な
い
よ
う
正

確
を
期
そ
う
と
い
う
、
あ
る
種
日
本
的
な
生
真
面
目

さ
ゆ
え
だ
ろ
う
か
、
首
相
・
大
臣
の
演
説
や
各
省
の

取
り
組
み
に
関
す
る
説
明
が
長
々
と
続
き
、
編
集
に

メ
リ
ハ
リ
が
感
じ
ら
れ
な
い
。
日
本
の
ど
こ
で
、
ど

れ
く
ら
い
の
規
模
の
感
染
が
発
生
し
て
い
る
の
か
、

と
い
う
海
外
の
市
民
が
知
り
た
い
肝
心
の
情
報
に
な

か
な
か
行
き
つ
け
な
い
の
だ
。
他
方
海
外
で
見
る
テ

レ
ビ
画
面
に
は
ク
ル
ー
ズ
客
船
の
混
乱
状
況
が
、

「
日
本
か
ら
の
最
新
ニ
ュ
ー
ス
」
と
し
て
連
日
映
し

小川忠のインドネシア目線

ウイルス危機をめぐるインドネシアの弱さと強さ

小
川
忠(

跡
見
学
園
女
子
大
学
教
授
、
元
国

際
交
流
基
金
ジ
ャ
カ
ル
タ
日
本
文
化
セ
ン
タ

ー
所
長)
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出
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
で
は
、
日
本
全
土
が
感
染
危

険
地
域
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
拡
散
を
止
め
ら
れ
な
い
。

こ
れ
と
比
較
し
て
、
う
ま
い
と
感
じ
た
の
が
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
保
健
省
の
サ
イ
ト
で
あ
る
。
同
国
内
の
感
染

者
数
、
感
染
者
の
分
布
と
こ
れ
ま
で
の
推
移
が
、
地

図
と
図
表
で
示
さ
れ
て
い
て
わ
か
り
や
す
い
。
マ
ニ

ラ
へ
出
張
す
る
に
あ
た
っ
て
知
り
た
か
っ
た
の
は
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
全
土
の
感
染
者
数
で
は
な
く
、
マ
ニ
ラ

首
都
圏
で
ど
れ
く
ら
い
の
感
染
が
起
き
て
い
る
か

だ
。
そ
う
い
っ
た
情
報
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
地
図
上
に

明
示
さ
れ
、
連
日
最
新
情
報
が
更
新
さ
れ
て
い
た
。

簡
潔
・
迅
速
・
き
め
細
か
さ
に
お
い
て
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
当
局
の
対
外
広
報
・
説
明
が
日
本
に
勝
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。

初
期
対
応
を
誤
っ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
ど
う
か
。
最
大
の
問
題
は
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
が
内
外
に
発
す
る
情
報
は
信
じ
る

に
足
る
も
の
な
の
か
、
そ
の
信
頼
性
が
揺
ら
ぎ
続
け

て
い
る
こ
と
だ
。
そ
れ
は
政
治
指
導
者
の
言
動
に
負

う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

　
筆
者
が
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
滞
在
し
た
２
月
８
日
か
ら

11
日
ま
で
の
あ
い
だ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
内
の
感
染

者
数
は
ゼ
ロ
だ
っ
た
。
中
国
か
ら
年
間
２
０
０
万
人

以
上
の
観
光
客
が
や
っ
て
来
て
、
ま
た
出
稼
ぎ
労
働

小川忠のインドネシア目線

横浜港に着岸したクルーズ船「ダイヤモンド・プリンセス」の前に集まった報道陣ら　

＝横浜市鶴見区で２０２０年２月６日午前９時３５分、北山夏帆撮影
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者
を
数
千
人
も
受
け
入
れ
て
い
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

で
、
感
染
者
数
ゼ
ロ
と
い
う
の
は
あ
り
得
る
の
か
、

そ
う
い
う
疑
問
を
同
国
で
会
っ
た
有
識
者
た
ち
に
投

げ
か
け
る
と
、
彼
ら
も
首
を
か
し
げ
て
い
た
。

ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
に
米
国
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の

公
衆
衛
生
専
門
家
が
、
中
国
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
間
の

航
空
路
線
、
旅
客
数
等
を
考
慮
す
る
と
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
政
府
は
感
染
者
の
入
国
を
見
逃
し
て
い
る
可
能

性
が
あ
り
、
早
急
に
検
査
体
制
を
強
化
す
べ
き
だ
と

い
う
論
文
を
発
表
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
稚
拙
な

対
応
を
し
た
の
が
、
当
事
者
の
テ
ラ
ワ
ン
・
ア
グ
ス

・
プ
ト
ラ
ン
ト
保
健
大
臣
で
あ
る
。
外
国
の
研
究
者

か
ら
監
視
体
制
の
甘
さ
を
指
摘
さ
れ
て
激
怒
し
た
大

臣
は
、
専
門
家
の
指
摘
を
真
剣
に
取
り
あ
お
う
と
せ

ず
「
我
が
国
を
侮
辱
す
る
も
の
だ
」
と
怒
り
を
露
わ

に
し
、
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
感
染
者
ゼ
ロ
な
の
は
、

全
知
全
能
の
神
の
ご
加
護
が
あ
る
か
ら
だ
」
と
非
科

学
的
発
言
を
口
走
っ
た
り
し
た
。

軍
医
出
身
、
鼻
柱
の
強
い
保
健
大
臣
は
、
海
外
か

ら
の
警
鐘
に
反
発
し
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
感
染
者
ゼ

ロ
の
国
」
と
い
う
い
さ
さ
か
感
情
も
入
り
混
じ
っ
た

自
ら
の
認
識
に
自
縄
自
縛
状
態
に
陥
り
、
「
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
は
神
の
ご
加
護
が
あ
る
国
」
と
い
う
感
染
拡

大
阻
止
に
な
ん
の
役
に
も
立
た
な
い
、
む
し
ろ
有
害

な
発
言
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
発
言
は
、
一
部
の
狂
信
的
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ス
ト
を
喜
ば
せ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
国
民
の
ウ

イ
ル
ス
へ
の
警
戒
心
を
弱
め
さ
せ
る
間
違
っ
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
だ
っ
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
は
、
感
染
拡

大
に
備
え
る
貴
重
な
時
間
を
浪
費
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
し
て
３
月
２
日
、
つ
い
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
内
で

初
の
感
染
者
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
を
ジ
ョ
コ
・
ウ
ィ

ド
ド
大
統
領
が
発
表
し
た
。
国
内
感
染
者
数
は
９
日

ご
ろ
か
ら
急
増
し
始
め
、
８
日
の
感
染
者
数
６
人

が
、
９
日
19
人
、
13
日
に
は
69
人
と
な
っ
た
。

そ
の
13
日
に
ジ
ョ
コ
大
統
領
は
、
首
都
の
玄
関
口

ス
カ
ル
ノ
・
ハ
ッ
タ
国
際
空
港
内
で
新
型
ウ
イ
ル
ス

対
策
に
関
す
る
記
者
会
見
を
行
っ
た
が
、
今
度
は
大

統
領
自
身
も
つ
ま
ず
い
た
。
わ
ざ
わ
ざ
ト
ッ
プ
リ
ー

ダ
ー
が
空
港
ま
で
出
向
い
て
、
保
健
大
臣
や
空
港
ス

タ
ッ
フ
を
従
え
て
し
ゃ
べ
っ
た
の
は
、
今
回
の
事
態

に
対
し
て
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
は
空
港
等
で
の
監

小川忠のインドネシア目線

視
体
制
に
万
全
を
期
し
て
い
る
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
込
め
、
国
民
の
不
安
を
鎮
め
た
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
こ
の
席
で
大
統
領
は
「
す
べ
て
の
情

報
を
公
表
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
口
に
し

た
。
「
社
会
の
過
剰
反
応
、
パ
ニ
ッ
ク
を
惹
き
起
こ

す
こ
と
を
避
け
る
た
め
」
と
い
う
説
明
で
あ
っ
た

が
、
「
や
は
り
政
府
は
何
か
重
要
な
情
報
を
隠
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
」
「
３
月
２
日
以
前
に
国
内
感

染
が
出
て
い
た
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
疑
念
を
国

民
の
あ
い
だ
に
生
む
こ
と
に
な
っ
た
。

危
機
下
の
政
府
広
報
に
と
っ
て
、
最
も
重
要
な
の

は
情
報
の
信
頼
性
で
あ
る
。
「
嘘
は
つ
か
な
い
」

「
隠
し
ご
と
は
し
な
い
」
が
鉄
則
で
あ
り
、
ま
ず
自

国
民
に
信
頼
さ
れ
な
い
こ
と
に
は
、
海
外
市
民
か
ら

の
信
頼
を
勝
ち
と
る
こ
と
は
難
し
い
。

「
大
統
領
閣
下
、

専
門
家
の
助
け
を
借
り
な
さ
い
」

13
日
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
・
ポ
ス
ト
紙
で
、
シ
ニ
ア
・

エ
デ
ィ
タ
ー
の
エ
ン
デ
ィ
・
バ
ユ
ニ
は
「
大
統
領
閣

下
、
専
門
家
の
助
け
を
借
り
な
さ
い
」
と
い
う
見
出

し
で
、
ジ
ョ
コ
政
権
の
危
機
対
応
の
問
題
点
、
特
に

広
報
の
拙
さ
を
指
摘
し
て
い
る
。

彼
に
よ
れ
ば
、
中
国
で
の
感
染
拡
大
か
ら
Ｗ
Ｈ
Ｏ

ジョコ大統領＝平野光芳撮影
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小川忠のインドネシア目線

が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
宣
言
を
す
る
ま
で
の
期
間
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
政
府
の
対
応
は
「
ぞ
っ
と
す
る
程
ア
マ
チ

ュ
ア
的
」
で
、
特
に
広
報
戦
略
の
ま
ず
さ
が
、
危
機

的
状
況
を
さ
ら
に
悪
化
さ
せ
た
。

ま
ず
、
初
感
染
が
確
認
さ
れ
る
３
月
２
日
ま
で
の

対
応
が
誤
り
だ
っ
た
。
感
染
流
入
を
阻
止
す
べ
く
各

国
が
出
入
国
制
限
策
を
と
る
な
か
で
、
観
光
客
減
の

経
済
損
失
を
恐
れ
た
政
府
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
メ
デ

ィ
ア
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
を
通
じ
て
、
「
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
観
光
、
歓
迎
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
海
外

へ
発
信
し
よ
う
と
試
み
た
。
状
況
認
識
の
甘
さ
か

ら
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
入
国
す
る
リ
ス
ク
を
自
ら

高
め
た
の
だ
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
の
一
連
の
初
期
対
応
は
、

「
政
府
が
し
っ
か
り
監
視
し
て
い
る
か
ら
、
ウ
イ
ル

ス
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
内
に
入
っ
て
く
る
こ
と
は
な

い
」
と
い
う
誤
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
自
国
民
に
送
っ

て
し
ま
っ
た
。
未
知
の
病
が
世
界
中
に
蔓
延
す
る
状

況
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
民
が
頼

れ
る
の
は
唯
一
自
分
た
ち
の
政
府
で
あ
り
、
そ
の
言

動
が
頼
れ
な
い
と
な
る
と
、
国
民
は
恐
慌
状
態
に
陥

っ
て
し
ま
う
。
実
際
、
国
内
で
の
初
感
染
が
報
道
さ

れ
る
と
、
パ
ニ
ッ
ク
が
起
き
て
し
ま
っ
た
。

混
乱
を
こ
れ
以
上
悪
化
さ
せ
な
い
た
め
に
、
大
統

領
は
危
機
対
応
の
先
頭
に
立
つ
と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
広
報
の
専
門
家
の
力
を
借
り
る
べ

き
だ
、
と
バ
ユ
ニ
は
主
張
し
て
い
る
。

　
バ
ユ
ニ
も
認
め
て
い
る
通
り
、
危
機
下
の
広
報
・

情
報
発
信
は
大
変
難
し
い
。
人
権
を
守
り
、
パ
ニ
ッ

ク
を
惹
き
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
細
心
の
注
意
を
払
い

つ
つ
、
必
要
な
情
報
を
共
有
し
、
社
会
的
紐
帯
を
高

め
て
い
く
こ
と
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
も
含
め
て
各
国

政
府
は
、
今
苦
闘
し
て
い
る
。
大
切
な
の
は
「
我
々

の
リ
ー
ダ
ー
が
言
う
こ
と
な
ら
間
違
い
な
い
」
と
国

民
が
考
え
る
よ
う
な
、
政
府
と
国
民
間
の
信
頼
関
係

を
日
ご
ろ
か
ら
培
っ
て
お
く
こ
と
だ
。

イ
ス
ラ
ム
は
ウ
イ
ル
ス
危
機
を
ど
う
見
る
か

３
月
15
日
、
ジ
ョ
コ
大
統
領
は
声
明
を
発
し
（
米

国
大
陸
に
匹
敵
す
る
広
大
な
列
島
国
家
に
お
い
て
、

感
染
状
況
は
地
方
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で)

全
国
一

律
の
措
置
は
取
ら
ず
、
地
方
政
府
に
対
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
置
か
れ
た
状
況
に
応
じ
て
、
地
方
政
府
が
効

果
的
・
効
率
的
な
措
置
を
取
る
よ
う
に
要
請
し
て
い

る
。大

統
領
の
要
請
を
受
け
て
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
州

ア
ニ
ス
・
バ
ス
ウ
ェ
ダ
ン
知
事
が
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
市

民
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
出
し
、
ジ
ャ
カ
ル
タ

住
民
全
員
に
人
混
み
を
避
け
る
行
動
を
取
る
よ
う
求

め
た
。

ア
ニ
ス
知
事
が
発
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
な
か
で
、

日
本
の
地
方
自
治
体
の
首
長
な
ら
言
わ
な
い
で
あ
ろ

う
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
「
崇
高
と
思
わ
れ
る
行
事

で
あ
っ
て
も
、
緊
急
で
な
け
れ
ば
延
期
す
る
こ
と
。

宗
教
講
話
な
ど
は
、
状
況
が
落
ち
着
く
ま
で
延
期
す

べ
き
」
「
宗
教
活
動
、
信
仰
上
の
義
務
は
、
現
下
の

状
況
に
鑑
み
自
宅
で
行
う
こ
と
」
と
い
っ
た
宗
教
に

関
す
る
項
目
だ
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
民
の
約
９
割
が
イ
ス
ラ
ム
教
徒

で
あ
る
。
特
に
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
よ
う
な
都
市
部
中
間

層
、
若
者
の
あ
い
だ
で
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
義
を
「
善

き
も
の
」
と
考
え
、
信
仰
に
忠
実
な
社
会
生
活
を
送

ろ
う
と
す
る
「
イ
ス
ラ
ム
活
性
化
」
現
象
が
強
ま
っ

て
い
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
は
、
今

回
の
危
機
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
民
の
宗
教
意
識
を
調
査
研
究
し

て
い
る
国
立
イ
ス
ラ
ム
大
学
ジ
ャ
カ
ル
タ
校
の
ジ
ャ

ム
ハ
リ
副
学
長
に
よ
れ
ば
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

危
機
に
関
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
イ
ス
ラ
ム
指
導
者

た
ち
の
見
方
は
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
大
別
で
き
る
と

い
う
。

第
一
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
天
罰
、
と
い

う
見
方
だ
。
近
代
化
に
よ
っ
て
世
俗
化
が
進
み
信
仰

を
忘
れ
た
人
間
が
増
え
る
な
か
で
、
神
が
怒
り
、
罰

と
し
て
新
型
ウ
イ
ル
ス
を
現
世
に
も
た
ら
し
た
と
い

う
の
で
あ
る
。
天
罰
な
ら
ば
人
間
は
た
だ
た
だ
悔
い

改
め
、
祈
り
、
神
の
怒
り
が
鎮
ま
る
の
を
待
つ
し
か

な
い
。

ど
こ
の
国
、
い
つ
の
時
代
に
お
い
て
も
大
き
な
災
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害
が
発
生
す
る
と
、
こ
の
種
の
天
罰
論
（
天
譴
論
）

が
現
れ
る
。
２
０
０
４
年
の
イ
ン
ド
洋
大
津
波
の
時

も
天
罰
論
が
流
れ
た
し
、
日
本
で
も
東
日
本
大
震
災

の
際
、
天
罰
論
を
口
に
し
た
知
事
が
い
た
。
前
述
の

保
健
大
臣
の
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
感
染
ゼ
ロ
な
の
は

神
の
ご
加
護
が
あ
る
か
ら
だ
」
と
い
う
の
も
、
天
罰

論
の
裏
返
し
で
あ
る
。

第
二
は
、
新
型
ウ
イ
ル
ス
発
生
は
自
然
災
害
の
一

種
で
あ
り
、
宗
教
と
は
関
係
な
い
と
い
う
見
方
で
あ

る
。
ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
州
ア
ニ
ス
知
事
は
、
元
々
米

国
、
日
本
留
学
経
験
も
あ
り
、
理
性
的
な
イ
ス
ラ
ム

教
徒
で
あ
る
。
行
政
担
当
者
と
し
て
合
理
的
な
判
断

に
基
づ
き
、
宗
教
活
動
の
一
部
自
粛
を
求
め
る
ア
ニ

ス
知
事
は
第
二
の
立
場
に
立
つ
イ
ス
ラ
ム
教
徒
と
い

え
よ
う
。

第
三
は
、
「
人
類
が
自
ら
の
手
で
こ
の
災
難
を
乗

り
越
え
る
能
力
を
有
す
る
こ
と
を
証
明
す
る
機
会

を
、
神
は
、
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
こ

の
危
機
を
収
束
さ
せ
る
た
め
に
、
人
間
は
理
性
と
信

仰
の
双
方
を
総
動
員
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
い
う
見
方
で
あ
る
。
今
回
の
危
機
を
乗
り
越

え
る
た
め
に
、
宗
教
が
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
こ
う

と
い
う
立
場
で
あ
る
。

近
代
的
な
教
育
を
受
け
て
い
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
第
一
の
主
張
を
す
る
人
は
少
数
、

第
二
、
第
三
の
立
場
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。
と
は

い
え
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
不
安
が
募
る
な

か
、
心
の
中
に
天
罰
論
が
拡
が
っ
て
く
る
の
を
理
性

的
信
仰
心
で
お
し
と
ど
め
て
い
る
人
は
少
な
く
な
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

危
機
に
即
し
た
対
応
が
求
め
ら
れ
る
宗
教
実
践

と
こ
ろ
で
イ
ス
ラ
ム
と
い
う
宗
教
は
、
個
人
の
内

面
の
信
仰
に
と
ど
ま
ら
ず
、
一
日
５
回
の
礼
拝
、
毎

週
金
曜
の
集
団
礼
拝
、
毎
年
の
断
食
月
で
の
断
食
と

断
食
明
け
大
祭
な
ど
社
会
行
動
に
ま
で
関
わ
る
こ
と

が
、
一
つ
の
特
色
だ
。
そ
れ
ゆ
え
に
今
回
の
危
機
の

な
か
で
も
、
イ
ス
ラ
ム
指
導
者
は
信
者
か
ら
具
体
的

な
行
動
指
針
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ウ
ラ
マ
ー
協
議
会
（
Ｍ
Ｕ
Ｉ
）

は
、
概
し
て
保
守
的
な
フ
ァ
ト
ワ
ー
（
イ
ス
ラ
ム
法

見
解
・
勧
告
）
を
出
す
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
が
、

３
月
16
日
に
新
型
ウ
イ
ル
ス
対
応
に
関
す
る
フ
ァ
ト

ワ
ー
を
発
し
た
。
こ
の
フ
ァ
ト
ワ
ー
は
、
検
査
で
陽

性
反
応
が
出
た
者
、
陽
性
反
応
が
出
て
い
な
く
て
も

感
染
が
ま
ん
延
し
て
い
る
地
域
に
居
住
す
る
者
は
、

モ
ス
ク
で
の
集
団
礼
拝
へ
の
参
加
を
控
え
る
よ
う
求

め
て
い
る
。
参
加
が
禁
止
さ
れ
る
の
は
、
モ
ス
ク
集

団
礼
拝
以
外
に
、
イ
ス
ラ
ム
学
習
会
や
コ
ー
ラ
ン
読

誦
会
な
ど
の
集
団
行
事
で
あ
る
。

陽
性
反
応
が
出
て
お
ら
ず
、
感
染
が
確
認
さ
れ
て

い
な
い
地
域
の
信
者
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
毎
日
の
礼

拝
、
金
曜
の
集
団
礼
拝
の
義
務
を
果
た
す
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
際
も
、
自
身
が
感
染
し
た

り
、
感
染
を
媒
介
し
な
い
よ
う
、
個
人
の
礼
拝
用
カ

ー
ペ
ッ
ト
持
参
、
礼
拝
前
の
石
鹸
で
の
手
洗
い
励
行

を
、
Ｍ
Ｕ
Ｉ
は
細
か
く
指
示
し
て
い
る
。

さ
ら
に
19
日
に
は
ア
ニ
ス
知
事
と
Ｍ
Ｕ
Ｉ
は
、
今

後
２
週
間
ジ
ャ
カ
ル
タ
市
内
の
モ
ス
ク
に
関
し
、
金

曜
の
集
団
礼
拝
自
体
を
行
わ
な
い
よ
う
イ
ス
ラ
ム
教

徒
に
勧
告
し
た
。

と
こ
ろ
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
は
、
プ
サ
ン
ト
レ
ン

と
呼
ば
れ
る
独
特
の
イ
ス
ラ
ム
式
教
育
制
度
が
あ

る
。
十
代
の
青
少
年
が
寝
食
を
と
も
に
し
な
が
ら
イ

ス
ラ
ム
教
育
や
一
般
教
育
を
受
け
る
寄
宿
制
の
学
校

制
度
で
あ
る
。
教
育
文
化
省
で
は
な
く
宗
教
省
が
管

轄
し
て
い
る
。
宗
教
大
臣
に
よ
れ
ば
、
２
０
２
０
年

現
在
、
全
国
に
２
８
１
９
４
の
プ
サ
ン
ト
レ
ン
が
存

在
し
、
そ
こ
に
寄
宿
す
る
生
徒
は
約
５
０
０
万
人
も

い
る
。
こ
れ
だ
け
の
巨
大
な
数
の
青
少
年
が
密
接
に

関
わ
り
あ
っ
て
生
活
し
て
い
る
の
で
、
ク
ラ
ス
タ
ー

感
染
の
リ
ス
ク
は
相
当
高
い
。

そ
う
し
た
事
態
を
避
け
る
た
め
に
、
プ
サ
ン
ト
レ

ン
の
閉
鎖
が
相
次
い
で
い
る
。
大
衆
に
人
気
の
あ
る

イ
ス
ラ
ム
伝
道
師
ア
ア
・
ギ
ム
が
運
営
す
る
西
ジ
ャ

ワ
州
の
プ
サ
ン
ト
レ
ン
も
そ
の
一
つ
で
、
ア
ア
・
ギ

ム
は
活
動
を
２
週
間
休
校
し
、
生
徒
た
ち
を
帰
郷
さ

せ
る
こ
と
を
発
表
し
た
。
３
月
14
日
付
け
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
メ
デ
ィ
ア
の
自
身
の
ア
カ
ウ
ン
ト
で
、
彼
は
個
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人
で
行
う
礼
拝
の
質
を
高
め
、
神
に
社
会
の
安
寧
を

祈
る
よ
う
訴
え
、
情
報
を
注
意
深
く
聞
き
、
パ
ニ
ッ

ク
や
過
剰
反
応
を
し
な
い
よ
う
に
、
イ
ス
ラ
ム
同
胞

に
呼
び
か
け
て
い
る
。

信
仰
を
も
つ
こ
と
の
強
さ

お
び
た
だ
し
い
数
の
信
者
が
祈
る
イ
ス
ラ
ム
の
集

団
礼
拝
の
姿
を
見
た
り
、
韓
国
の
教
会
で
の
ク
ラ
ス

タ
ー
感
染
の
報
道
な
ど
に
接
す
る
と
、
「
宗
教
と

は
、
合
理
性
に
欠
け
る
も
の
で
、
新
型
ウ
イ
ル
ス
と

戦
う
上
で
障
害
と
な
っ
て
し
ま
う
」
と
感
じ
て
い
る

人
も
少
な
く
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
世
俗
的

な
日
本
社
会
か
ら
は
、
そ
う
見
え
て
し
ま
う
か
ら
も

知
れ
な
い
が
、
そ
の
認
識
は
必
ず
し
も
正
し
く
な

い
。上

記
の
通
り
、
保
守
的
と
さ
れ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
イ
ス
ラ
ム
組
織
に
お
い
て
さ
え
、
彼
ら
が
重
要
な

宗
教
義
務
と
考
え
る
金
曜
の
集
団
礼
拝
を
取
り
や
め

る
等
の
柔
軟
な
対
応
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
信

仰
が
、
危
機
の
作
り
出
す
不
安
、
疑
念
を
打
ち
消

し
、
社
会
的
連
帯
を
強
め
る
武
器
と
な
っ
て
い
る
点

も
見
逃
せ
な
い
。

世
界
最
大
の
イ
ス
ラ
ム
組
織
ナ
フ
ダ
ト
ゥ
ル
・
ウ

ラ
マ
ー
が
発
信
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
・
メ
デ
ィ
ア
「
Ｎ

Ｕ
オ
ン
ラ
イ
ン
」
（
３
月
16
日
付
け
）
は
、
リ
ベ
ラ

ル
・
寛
容
派
の
指
導
者
ム
ス
ト
フ
ァ
・
ビ
ス
リ
師

ジャワ島中部ジョクジャカルタ郊外のパランクスモ海岸で、ラマダン明け

の恒例の集団礼拝に参加した女性たち

＝２００９年、井田純撮影
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感
染
拡
大
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況
で
あ
る
。

ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
州
の
ア
ニ
ス
知
事
は
２０
日
、
首
都

ジ
ャ
カ
ル
タ
に
非
常
事
態
を
宣
言
し
、
企
業
に
在
宅

勤
務
導
入
を
指
示
す
る
等
の
措
置
が
と
ら
れ
た
が
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
大
き
な
試
練

の
時
を
迎
え
る
。
断
食
月
ラ
マ
ダ
ン
が
４
月
下
旬

に
、
断
食
明
け
の
大
祭
レ
バ
ラ
ン
が
５
月
下
旬
に
予

定
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
日
本
の
盆
・
正
月
の
よ
う

に
、
家
族
が
集
ま
っ
て
断
食
明
け
大
祭
を
祝
う
。
例

年
こ
の
時
期
に
は
約
２
０
０
０
万
人
が
国
内
外
を
移

動
し
、
帰
省
ラ
ッ
シ
ュ
が
発
生
す
る
。
中
国
で
は
春

節
で
の
大
量
の
人
の
移
動
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を

全
土
に
拡
げ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。

す
で
に
国
内
科
学
者
の
一
部
か
ら
、
断
食
月
、
断
食

明
け
大
祭
時
期
に
向
け
て
、
感
染
地
域
の
封
鎖
を
主

張
す
る
声
が
出
始
め
て
い
る
。

ラ
マ
ダ
ン
、
レ
バ
ラ
ン
に
対
し
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
政
府
そ
し
て
世
界
中
の
イ
ス
ラ
ム
宗
教
指
導
者
た

ち
が
ど
の
よ
う
な
判
断
を
下
す
の
か
、
注
視
し
て
い

き
た
い
。

小川忠のインドネシア目線

（
愛
称
グ
ス
・
ム
ス
）
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
て
い

る
。
グ
ス
・
ム
ス
は
新
型
ウ
イ
ル
ス
危
機
に
直
面
す

る
な
か
で
「
す
で
に
膨
大
な
物
理
的
な
努
力
が
行
わ

れ
て
い
る
。
し
か
し
忘
れ
て
は
い
け
な
い
の
が
、
信

仰
の
し
も
べ
と
し
て
、
ウ
イ
ル
ス
も
含
め
て
す
べ
て

を
司
る
神
へ
の
祈
り
と
と
も
に
、
精
神
を
高
み
に
置

こ
う
と
す
る
霊
的
な
努
力
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い

る
。グ

ス
・
ム
ス
は
、
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
が
引
き
超
す

社
会
不
安
と
戦
う
た
め
に
、
信
仰
が
有
効
な
武
器
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
よ
う
だ
。
信
者
た
ち
に
対
し

て
、
礼
拝
前
の
「
身
体
の
清
め
（w

u
d
h
u

）
を
完
璧

な
も
の
と
せ
よ
」
と
公
衆
衛
生
の
理
に
か
な
っ
た
指

示
を
ま
ず
与
え
、
続
け
て
世
界
の
安
寧
を
祈
る
ハ
デ

ィ
ー
ス
（
宗
祖
ム
ハ
ン
マ
ド
の
言
行
）
の
一
節
を
繰

り
か
え
し
祈
る
こ
と
で
、
祈
り
に
集
中
し
、
心
が
乱

さ
れ
る
こ
と
な
い
よ
う
訴
え
て
い
る
。

不
安
が
世
の
中
を
覆
う
な
か
、
人
は
、
人
間
の
持

つ
可
能
性
と
限
界
、
生
き
る
こ
と
の
意
味
、
世
界
が

存
在
す
る
こ
と
の
意
味
を
自
問
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

不
安
と
の
戦
い
の
な
か
で
、
世
俗
的
な
日
本
社
会
が

持
ち
え
な
い
強
固
な
鎧
を
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
イ
ス

ラ
ム
社
会
は
身
に
つ
け
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
そ

れ
が
時
に
足
か
せ
に
な
る
と
は
い
え
。

■

■

■

３
月
26
日
現
在
政
府
発
表
に
よ
れ
ば
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
国
内
感
染
者
数
８
９
３
人
、
死
亡
者
数
７８
人
で
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」
リーガルコーナー第23回 台湾・有澤法律事務所弁護士  洪維德、陳重安、黄傑

日
本
企
業
の
台
湾
に
お
け
る
信
用
リ
ス
ク
管
理
と
債
権
回
収

洪維德弁護士

日本の一橋大で刑事法専攻博士の学位取得。１０年を超える執務経験。ま

た、長年に渡り、台湾で投資する日系企業への法律コンサルティングサー

ビスを提供。刑事事件にも熟達し、企業が刑事事件に直面した場合に即

時、具体的かつ実行可能な助言を提供することができる。

陳重安弁護士
１０年を超える執務経験があり、これまでに北京の弁護士事務所と東京の

虎門中央法律事務所で研修を受けた。台湾、中国、日本の3国間における

クロスボーダー投資を得意分野としており、同時に建設・工事に関する案

件においても豊富な経験がある。

黄傑弁護士
長年、日系企業の台湾におけるM&A、投資、合弁、ビジネス交渉及び企業

経営で直面する法律問題をサポートしてきた。このほか、台湾における行

政事件、特にエネルギー関連、環境法関連、競争法／独占禁止法等の行政

法関連事件も扱っている。現在、東京大学法学政治学研究科に在学中。

　

本
シ
リ
ー
ズ
の
第
1
回
で
は
、
資
金
投
入
と
会
社
設
立
の
段
階
に
関
す

る
法
令
を
説
明
し
、
第
2
回
で
は
会
社
の
内
部
管
理
上
最
も
重
要
な
労
働

法
令
を
解
説
し
た
。
今
回
は
、
会
社
が
営
業
活
動
を
行
う
際
に
、
取
引
相

手
の
信
用
リ
ス
ク
に
つ
い
て
、
よ
く
見
ら
れ
る
管
理
方
法
を
紹
介
す
る
。

ま
た
、
信
用
リ
ス
ク
が
発
生
し
た
場
合
、
法
に
定
め
る
紛
争
解
決
手
続
に

基
づ
い
て
債
権
回
収
を
行
う
と
き
、
如
何
に
し
て
仮
差
押
え
の
手
続
を
通

じ
て
、
債
権
の
弁
済
を
よ
り
確
保
す
る
か
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

一
、取
引
相
手
の
信
用
リ
ス
ク
管
理

台
湾
で
は
、
取
引
相
手
の
信
用
リ
ス
ク

の
管
理
方
法
は
多
様
で
あ
る
が
、
以
下
の

方
法
は
最
も
一
般
的
で
あ
る
。

(

一)

物
的
担
保

日
本
と
同
様
に
、
台
湾
で
は
、
債
権
者

の
多
く
は
、
債
務
者
に
動
産
や
不
動
産
を

担
保
と
し
て
提
供
す
る
こ
と
を
要
求
す

る
。
例
え
ば
、
抵
当
権
、
根
抵
当
権
、
質

権
、
動
産
抵
当
権
な
ど
が
こ
れ
に
当
た

る
。

(

二)
条
件
付
き
売
買

　
機
械
、
設
備
の
売
買
取
引
の
場
合
、
条

件
付
き
売
買
の
方
法
で
代
金
債
権
を
担
保

す
る
こ
と
が
よ
く
見
ら
れ
る
。
こ
の
場

合
、
買
主
が
動
産
を
占
有
す
る
と
き
に
は

当
該
動
産
の
所
有
権
を
取
得
せ
ず
、
代
金
の

支
払
い
が
完
了
後
、
買
主
は
当
該
動
産
の
所

有
権
を
取
得
す
る
こ
と
に
な
る
。
買
主
が
約

定
通
り
の
代
金
を
支
払
わ
な
い
場
合
に
は
、

売
主
は
動
産
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
。

(

三)

銀
行
保
証
書

債
務
者
の
取
引
銀
行
が
保
証
書
を
発
行
し

て
、
債
務
者
が
負
う
債
務
に
保
証
を
提
供
す

る
と
い
う
手
段
も
よ
く
見
ら
れ
る
。
原
則
と

し
て
、
債
権
者
が
書
面
で
理
由
を
明
記
し
、

銀
行
に
保
証
責
任
を
履
行
す
る
よ
う
通
知
す

れ
ば
、
銀
行
は
直
ち
に
債
務
者
に
代
わ
っ
て

そ
の
金
額
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

債
権
者
と
し
て
は
、
も
し
銀
行
が
発
行
し
た

保
証
書
が
「
無
条
件
」
の
保
証
で
な
い
な
ら

ば
、
保
証
責
任
の
有
無
に
つ
い
て
、
紛
争
が

生
じ
や
す
い
。
そ
の
場
合
、
債
権
者
は
、
相
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当
の
日
数
を
費
や
し
て
訴
訟
な
ど
で
銀
行
に
請
求
し

な
け
れ
ば
回
収
が
困
難
と
思
わ
れ
る
。

(
四)

契
約
履
行
保
証
本
票

台
湾
の
商
業
取
引
の
実
務
で
は
、
債
権
者
は
通

常
、
資
力
が
あ
ま
り
な
い
、
動
産
や
不
動
産
担
保
、

銀
行
保
証
を
提
供
で
き
な
い
債
務
者
に
対
し
て
、

「
契
約
履
行
の
担
保
」
と
し
て
、
相
当
す
る
金
額
の

本
票
（
日
本
の
「
約
束
手
形
」
に
類
似
）
を
振
り
出

す
よ
う
要
求
す
る
。
契
約
履
行
期
間
中
、
債
権
者
は

当
該
本
票
を
保
管
し
て
い
る
。

(

五)

保
証
人

台
湾
は
中
小
企
業
が
大
半
を
占
め
て
お
り
、
企
業

の
責
任
者
が
実
際
の
出
資
者
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。

し
た
が
っ
て
、
台
湾
の
商
業
取
引
の
実
務
で
は
、
債

権
者
が
会
社
で
あ
る
債
務
者
の
責
任
者
に
対
し
、
当

該
責
任
者
の
個
人
名
義
で
保
証
契
約
を
締
結
す
る
よ

う
要
求
す
る
と
い
う
手
段
は
よ
く
見
ら
れ
る
。
債
権

者
の
立
場
と
し
て
は
、
個
人
保
証
の
内
容
が
連
帯
保

証
責
任
と
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
特
に

注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

二
、担
保
物
が
あ
る
場
合
の
債
権
回
収
方
法

(

一)

債
権
に
物
的
担
保
が
設
定
さ
れ
て
い
る
場

合
、
債
権
者
は
、
法
令
に
基
づ
い
て
担
保
物
を
競
売

に
掛
け
る
、
ま
た
は
法
律
の
規
定
に
よ
り
担
保
物
の

所
有
権
を
直
接
取
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
債
権
を

実
現
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
条
件
付
き
売
買
の
場

合
、
買
主
は
売
買
の
目
的
物
を
回
収
す
る
こ
と
も
で

き
る
。

(

二)

条
件
付
き
で
な
い
銀
行
保
証
書
の
場
合
、
債

権
者
は
直
接
銀
行
に
保
証
義
務
を
履
行
す
る
よ
う
請

求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
、契
約
履
行
保
証
本
票
を
振
り
出
し
た
場
合
の

債
権
回
収
方
法

債
権
者
は
、
債
務
者
が
契
約
の
履
行
を
し
な
い
と

き
、
本
票
を
提
示
し
て
裁
判
所
に
決
定
を
下
す
よ
う

求
め
、
当
該
決
定
を
債
務
名
義
と
し
て
、
訴
訟
な
ど

長
い
期
間
を
要
す
る
手
続
を
経
ず
に
、
直
接
、
債
務

者
の
財
産
に
対
し
て
民
事
執
行
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
。
但
し
、
こ
れ
は
債
権
行
使
の
手
続
に
所
要
時
間

の
短
縮
し
か
で
き
な
い
の
で
、
債
権
の
確
実
な
担
保

で
は
な
い
こ
と
に
特
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

四
、担
保
物
が
な
い
場
合
の
債
権
保
全
方
法

─
─
仮
差
押
え
の
手
続

債
権
者
に
物
的
担
保
、
銀
行
保
証
書
な
ど
の
担
保

が
な
く
、
債
務
者
ま
た
は
連
帯
保
証
人
も
債
務
や
保

証
義
務
を
履
行
し
な
い
場
合
、
債
権
者
は
訴
訟
、
仲

裁
な
ど
の
民
事
紛
争
解
決
手
続
を
通
じ
な
け
れ
ば
債

権
を
回
収
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
般
的
に

民
事
紛
争
解
決
手
続
は
あ
る
程
度
の
時
間
を
要
す
る

の
で
、
も
し
債
務
者
が
そ
の
間
に
財
産
を
譲
渡
し
た

場
合
、
た
と
え
債
権
者
が
勝
訴
し
た
と
し
て
も
、
民

事
執
行
に
よ
っ
て
債
権
を
実
現
す
る
こ
と
は
難
し

い
。
こ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
た
め
、
台
湾

で
は
、
多
く
の
債
権
者
が
正
式
に
民
事
紛
争
解
決
手

続
を
起
こ
す
前
に
、
財
産
保
全
を
行
う
こ
と
を
視
野

に
入
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
債
権
額
の
範
囲
内
で
、

債
務
者
の
財
産
に
対
し
て
仮
差
押
え
の
決
定
を
下
す

こ
と
を
裁
判
所
に
申
し
立
て
る
の
で
あ
る
。
仮
差
押

え
の
特
徴
及
び
手
続
の
概
要
を
以
下
の
と
お
り
に
説

明
す
る
。

(

一)

仮
差
押
え
の
特
徴

①
裁
判
所
の
決
定
に
基
づ
き
、
債
権
額
の
範
囲
内

で
、
債
務
者
の
財
産
処
分
を
禁
止
す
る
こ
と
で
、
今

後
の
民
事
執
行
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
今
後
、
訴
訟
ま
た
は
仲
裁
を
行
う
か
ど
う
か
判

断
す
る
た
め
に
、
債
権
者
は
裁
判
所
の
仮
差
押
え
の

決
定
に
基
づ
い
て
債
務
者
の
財
産
状
況
を
調
査
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
は
、
日
本
の
仮
差
押
え
に

は
な
い
台
湾
の
法
制
度
の
特
徴
と
い
え
る
。

(

二)

仮
差
押
え
手
続
の
第
一
段
階 

:
 

仮
差
押
え
の

申
立
て

①
債
権
者
が
債
務
者
の
財
産
の
仮
差
押
え
を
裁
判

所
に
申
し
立
て
る
場
合
、
「
債
権
の
存
在
」
と
「
仮

差
押
の
必
要
性
（
仮
差
押
え
を
し
な
い
場
合
、
今

後
、
民
事
執
行
で
き
な
い
、
ま
た
は
執
行
が
困
難
と
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な
る
虞
が
あ
る
こ
と
）
」
と
の
二
つ
の
要
件
に
つ
き

裁
判
所
に
疎
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
「
債
権
の
存
在
」
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
双

方
に
契
約
関
係
が
存
在
す
る
こ
と
、
債
権
者
が
債
務

者
に
弁
済
す
る
よ
う
催
告
済
み
で
あ
る
も
の
の
、
債

務
者
は
ま
だ
弁
済
し
て
い
な
い
な
ど
の
事
実
を
裁
判

所
に
疎
明
す
る
。

③
「
仮
差
押
の
必
要
性
」
に
つ
い
て
は
、
債
務
者

の
現
存
の
財
産
は
債
務
弁
済
に
足
り
な
い
、
ま
た
は

債
務
者
に
財
産
隠
蔽
の
恐
れ
が
あ
り
、
将
来
的
に
民

事
執
行
で
き
な
い
な
ど
の
事
実
を
主
に
裁
判
所
に
疎

明
す
る
。
裁
判
所
の
認
定
基
準
は
、
ケ
ー
ス
ご
と
に

異
な
る
が
、
全
体
的
に
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
傾
向

に
あ
る
の
で
、
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

④
裁
判
所
が
仮
差
押
え
の
決
定
を
出
す
際
、
一
定

の
割
合
の
担
保
金
を
裁
判
所
に
供
託
す
る
よ
う
債
権

者
に
要
求
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
そ
の
担
保
金

額
は
、
一
般
的
に
仮
差
押
え
を
認
可
し
た
債
権
額
の

3
分
の
1
と
な
っ
て
い
る
。

(

三)

仮
差
押
え
手
続
の
第
二
段
階 

:
 

仮
差
押
え
決

定
の
執
行

仮
差
押
え
決
定
の
執
行
は
、
大
ま
か
に
①
裁
判
所

の
決
定
に
基
づ
い
て
債
務
者
の
財
産
を
調
査
す
る
、

②
担
保
金
を
供
託
す
る
、
③
仮
差
押
え
の
執
行
を
申

し
立
て
る
と
の
3
つ
の
ス
テ
ッ
プ
に
分
け
ら
れ
る
。

こ
こ
で
は
、
債
務
者
の
財
産
調
査
及
び
担
保
金
の
供

託
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

①
債
務
者
の
財
産
調
査
に
つ
い
て

裁
判
所
が
仮
差
押
え
決
定
を
出
し
た
後
、
債
権
者

は
決
定
を
も
っ
て
、
国
税
局
よ
り
債
務
者
の
登
記
す

べ
き
財
産(

不
動
産
や
自
動
車
な
ど)

の
情
報
と
、
前

年
度
の
全
て
の
納
税
資
料(

銀
行
の
金
利
、
投
資
利

益
な
ど)

を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
債
権
者
は

こ
れ
ら
の
資
料
に
よ
っ
て
債
務
者
の
財
産
状
況
を
推

測
し
、
そ
の
財
産
に
つ
い
て
仮
差
押
え
執
行
の
手
続

き
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

②
担
保
金
の
供
託
に
つ
い
て

前
述
に
あ
る
よ
う
に
、
担
保
金
の
金
額
は
債
権
額

の
3
分
の
1
に
上
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
一
般
的

な
状
況
の
下
で
、
債
権
者
は
、
本
案
が
終
結
し
、
債

権
の
弁
済
を
受
け
た
後
に
、
法
に
よ
り
担
保
金
を
取

り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
本
案
の
手
続
は

往
々
に
し
て
相
当
の
日
数
を
費
や
し(

数
年
か
か
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る)

、
債
権
額
が
多
い
場
合
、
担

保
金
は
債
権
者
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
に
な
る
。
そ

の
た
め
、
債
権
者
は
仮
差
押
え
の
決
定
を
先
に
取
得

し
、
債
務
者
の
財
産
を
調
査
す
る
こ
と
で
、
債
務
者

に
執
行
で
き
る
財
産
が
あ
る
か
ど
う
か
を
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
調
査
後
、
仮
差
押
え
決
定
を
執
行

す
る
実
益
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、
裁
判
所

に
担
保
金
を
供
託
し
て
執
行
を
開
始
す
る
。

リーガルコーナー第23回 台湾・有澤法律事務所弁護士  洪維德、陳重安、黄傑


	20200331最後の直し月号オンライン教育
	毎日アジアビジネスレポート２０年４月号
	200331最終毎日アジアビジネスレポート４月号.pdf
	バインダー1.pdf
	2020330及川アジアビジネス研４月号.pdf
	20200331４月号最終制作中
	200330最終制作中.pdf
	0326人民日報の目6
	200325４月号リーガルコーナー
	20200326アジアビジネス研４月号表紙
	修正２200327４月号小川先生コラム
	修正200327４月号タイの手長エビ

	20200330凸版直しアジアビジネス研４月号オンライン教育


	４月号目次

	200331最終４月号フィリピン大使インタビュー




